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BUS Reh BR ARR © LAL ARROW L OBR 外 5 件 
BASRA GERTOMRBIR 外 10 件 

St Jj DAR SS 加奈 陀 Yale 地 方 の ニッ ケ ヶ r 三 床 に 就 て 外 5 件 

Aw BR KS 石灰 質 岩 の 孔 際 の 成因 外 4 件 

BARRY WRAY OMI 外 1 件 

A be FROME 外 る 2 件 

Za 6 科 B AML CVOBAL MACH KEBAOWAOML 外 2 件 
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AFP FAL HA B PAH Uh EA IEE C AONE A we TB et 2 FPS. 
の みな ら ず , Li ARAY IVES SSA LEMS 5. CORLL 
SAIL tHE OMAT ES BHO Pl BA eS MRR DOP TE OL, REE 
ILC DPOAHD PEL ik PAB 2270 ©, HED B (HHNRIO WWE ESATO 
MSH BT AMCHS. MOMS AWA AHOMMRNCHB ST S60 
で 例 へ は 越後 の 新津 。 加 上 基 大 面 油田 の 東部 , PRIN DATE, 和田 , 秋田 清 , IES 
SOWA MEE 暇 な く , KDE ROME BI SOO » (Sd, 津軽 盆地 , 越 
POU <, 外観 上 閉 合 肛 に 非 ざ ぐる 大 規模 な る VRE & BLT 5% 
NCHS. 

以上 の 如く , ASS iia EO ARIS, RO Fal VR RH OPK J 
PRUBAC, MMs これ 等 の MRAM tO BOM dh Kt 地層 的 に も 
構造 的 に も 極め て Ree OBR ATS LOCHS 4ST, HAIN 
Ape ims SAA ORME eK LE RAH D7, Th UCHR 
75 SRY SEO BS RR EC ATL AUK ASE OARS TE (CUT 不 結 果 に 終り , 
& fe Ah ABO Sr ae PH HA, 例 へ ば 越後 , Kt O MOBS. BUTS, 
その 油田 と し て の 偵 値 は 未だ 解決 され る に 至 つ て 居 な い 。 鼓 に 捧 様 な 向 妊 
fil, 下野 の 性 区 が 明か に な りこ れ 等 と その 周 邊 の 祝 曲 系 と の 開 係 が 知ら 
れる に 至れ ば , MI LO MO [ELIMI OF WPA RAs ic MR BL 
に 留まら ず , EKO MEO HRT ICE 3 hh ADK LD REA OMB 
次 する 所 が 大 な る 可 き で ある 。 

向 余 盆地 の 基本 型 

基 様 な NR HL tO RE, BK, 大 小 必 し も 同一 で な いな, 構造 的 に は 
少く と も 2 種 の 基本 型 の 存在 が 認め 得 ら れる 。 そ の 1 diem t HEAT <, 
大 規 機 な 向 笛 盆 地 た る 津 転 下 野 の 東 胃 に は 東部 津 転 油田 (大 得 巡 その他) 
ONEAT AE ARO 3 0, その 西 力 に は 西部 津軽 油田 ( 色 ヶ 湿 ) う の 背 狼 閣 が ある 。 
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TUCO 東西 雨 福 曲 群 は 何れ る 津軽 下野 に RD, OT OT 
PANES TRIS 宿 曲 度 が 最も 緩やか で , CNRS AI HOTA 
曲 度 が 増大 する (第 2 園 上 , 第 4 園 )。 こ の 種 の mR CH LCE {Ee © 
(<EMISHB (Consynclinorium) な 名 秘か 提示 し て 置く 。 

CRUE ER BOREL, 越後 中 部 の 信濃 川下 野 に 認め 得 ら れる 尽 , これ を 
中 越 型 と 名 づけ る ぁ る 。 即ち 中 越 下 野 の 東西 雨 僅 に は 東山 及び 西山 Copsey 
2h) OMMADSH 0, その 福 曲 系 は tir} BLS ARG CRBC 
忠 む も の で ある (BIBT, 第 8 園 う 2。 こ の 型 は 構造 上 , (OI RSE 
(Insynclinorium) ¢ RS PY ¢ , HAC ZR ERIS GP IO AHS & DBE Ze 
PEAR D sh DFE 6 2VD 6 

以上 2 種 の 基 森 型 の 種々 な る 組合 せ , BUR, LOSMABTE YE BSEUEO An 
に よう の , 各種 の 証 型 が 生ずる 事 は 云 ふ 迄 る 無く , AFNIC a SAA 

れ 等 の 何れ か に 相 営 する も の で ある 。 

橋 造 分 株 の BR 

以上 の 如く , MBM O REEL, 地質 彫 の 観 祭 に 依 つ て も 推定 し 得る も の 
て ある が か が, KM UA ERO ME TMS 必 し も ゃ その 原因 た る WUE Ge 
WW) OTM —-kTSLEODCHS, 外観 的 TSHR OB ABD LCE 
HERES DIEKTES © JER VRS 28 DTH OY, 従来 の 試掘 井 の 失 敗 の 原因 
の = are こ ゝ に 存する も の で ある 。 

fe ase に 提 生 せん と する も の は , 上 輝 の 困難 を 解決 する 一 助 と し て 
の 構造 分 析 法 の 適用 で ある 。 TOR, HA ODE A NBA LOMA 
な る に 開 せ ず , 本 邦 油 田 に 就 て は その 研究 が Pa 8 02k tba ある 。 然 
LEE DEE 4 O— bine BRK LI SDH ‘ ; we 油田 調査 の 現 短 に 於 て , 


1) GAA, Ai ei Bas 448 1 io 
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この 事 は 必 し も 不可 能 で て 無く, 近く その MRSBR LBS 機 倫 る を まつ も の 
aD aise 

ih OMA 2 決定 する に は , CHET & BIA LIC 擦る の みな ら 
すず, 構造 分 析 法 を 並 用 する 事 が 必要 て あり, 殊 に 新 油田 の 勿 察 に 於 て 然 る も 
の で ある 。 構造 分 析 に は 敷 種 の 方 法 が あめ, COB BES 東部 津軽 油田 
に 適用 し, MUO PE, LCBO 比較 に よ つ て 地質 断面 園 を 作り , LOZ OM 
訟 を 試み る 所 が あつ た 。 

こ ・ ゝ に 提 笑 し て 油田 構造 の 分 析 に 適用 せん と する 方 法 は , HK EEO, TH 
田 に 開 す る 限り 全く 新 し き 試 み に 局 する 。 そ の 基づく 所 は 甚だ 簡 電 で て , Be 
る 期間 に 於 ける 堆積 地層 と , 可 控 性 な ぁ そ の 基 般 地質 よめ 成る 一 の 地 塊 を 
AVAL, これ が 造山 力 の 作用 に よ ょ つて WED th OC 地 塊 の 幅員 が 縮減 し 
且つ 上 方 に 隆 奉 する 場合 , WHEE OIG RES D4 PRBS & BAB 
定 を 前 提 と する も の で ある 。 同様 な 候 定 に 基く 構造 分 析 は , デ ッ ヶ を 件 は 
ざる 造山 整 の 分 析 に 適用 され , HOT Ty SELL ABO IGAR, HED © SE HERE 
し , BES BU PAM PAUL B MOPED [RAED VERE IE HEIN 3S 2.7 PIE d BB, BE 
者 の 見 解 を 以 て すれ ば , AFM A OM HMI OM < , ARBMEOI: 2 HAZE 
Sn Sai Rid, ib TOMASI S LOLRAMSCHS, 

Fe 1 fallL MOM S MIRO 断面 園 を 示す も O-C, WHE PEILME LC Merk Ric 
aE し て 海面 に 達せ る 場合 , その 地 塊 の 長 さ を a, 深 さ を d と すれ ば は , 断面 
積 は ad (HT So RIL IO WHAM IC k O HRD O, そ 
の 長 さ は 短縮 され て b と な り め , 同 時 に 下 均 の 高 さ <c 丈 け 海面 上 に 隆起 する 
BORE Ftd 断面 積 は (dtc) b と ょ と な る が , CHAI KO ad に 
“Lio WIS COMED 千 形 の 共通 部 分 を 除い た be (第 1 彫 縦 線 部 ) は 


1) 高橋 - 入 木 , 本 対 , 16 人 2~3 BE, 
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(a—b) d (PURGE) ICSE Lu 結果 に な る 。 Ws, PIC EO BIBS A Hh 
塊 HE MWE RO HEM ROMS AI) の 最初 の 深 さ る d は 次 式 で 示 
き 祝 る 6 


au abe eres 


a—b 

EXO b LWA OS, 構造 的 , 堆積 
AIS BR — 5c ¢ Sik LR ARIS RE LK AB 
2 DEBE HS 5 a,c 共 に 方 眼 紙上 に 描い た 鶴 
曲 断 面 彫 に 覧 き 賠 式 的 に 計 出 する も の で ある 
が , 最 も 注意 を 要する は 断面 園 の 作 園 で あり , 
所 調 ル ー ジ ョ ン 式 に 成る 可 く 精 路 を 期す 可 き 
は 勿論 で , 徒 ら に AGE OTR RRS BRIE LCS 
造 の 合理 ' Peter so ORNS edt < PE SCA Do PALATSO SS ih OKA 
PSU ERR CHS LRAMEO PI, その 成る 可 く LAVAS LUC HERE 
WIS Bei 9 BEEN 2% BSH be 72 SEME BBE L, Z OBZ ORME, Og 
| OF Me, WE ORR B EL, & DEOMI BELT OT 
DE PASC IA 2 HE 2S LT OMI OME EO, a は 
Or LUE 6REMHORS TCHAD, c LEOPYBETH SS 
同様 な 方 法 を , RAM & OMB O Mth Ke & ts HE TT EAE, 
HAGE S ABIL OS IDOE 62150 Ki MR SAROKRAO pel (KE 
Mais Et OURO PE) を 結び , PII 於 て は 例 へ ば 第 2 LOIN 
¢, =P 4 OFID bICB LS BR ARICHENIS, RAC Sirk AR 
(#3 2 lal) OFS =MBOMINIt, SMOMEO HMRI L<, 全 構 造 の 
開 興 する 地 塊 の 概 形 を 現 は する も の と 参 ふ る 事 が 出来 る 。 然し 以上 は 裕 曲 地 
PRD J WTS 3B S70 | vie, 同一 地域 に つき 成る PY < 2 Obl e FS 
事 が 必要 て Cd do. 
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地 塊 運動 の 一 解説 

WO M-< 下 滑 化 さ れ た 輪 廊 で 表 は され る 補 曲 地 塊 ( 或 る 時 相 の 地 向 府 導 ) 
DIGARIL ABIL C ZA & BL, その 頂 角 は 下方 に あつ て 90° の 交 角 か 
RTbEDCH So MAS F OMAN OPA THAAK AAR ST DB HB It BNC IA FG 22 
上 に する 三角 形 を 時 する CR). © » IHL E HET 4b OK, 必 し も 
DF bh —F iN A ALUM ORT & &OC IE 6, THEME Ash RC 廣 義 
D) (HOHE UC REAL 2x 地 塊 と 云 ふ 意味 に 過ぎ ず , FEO THIREBA DO 古い 
ARDS, 4 — 7 OPT as SAM thle LC RRO thw CBS 4 一 種 の 
隆起 核 の 役目 を 急 す 如き も の 越後 新津 の 線 色 凝 旅 岩 の 丘 陵 の 如き ) を も 
mUsDTCHS¢ 

HAND EB) DS RRM NOAA A SRO, HAN HSE & 抵抗 地 塊 と が 互 に 直 
ZELMENO AI & 45° (3k DIMA CHT BLL, E27 VO. PABA 
HB) WIG RRS AUS 所 て ある 。 但し この 45° MUI DME CAI 
し , それ と 60 線 CUMMAOAMIEBL) ¢ Os BHOM ATH 
MT BB LORROZ fh lt 904 30° OHARA SBCHS. MULT 
上 逃 の 三角 形 の 断面 に 於 て , SOLED Lb APACE ZORA) 
BUT 盾 行 す る も の で な くさく , 例 へ ば 第 2 園 下 彫 に 示す 如く その 南側 肖 の 
(AIS E&I し て 非 敵 稀 的 に な る 事 は 云 ふ 迄 も な い 。 

次 に 注意 す 可 き は , 折 く し て 得 た る 分 析 園 に 於 て , HORA PEO EE te 
fA, 乃至 衝 上 線 の 方 向 は , KRIS HSC He id BEER ee Oy ih & RUC ad 
4 O45 2 fal Llal, LO F lal OSE), も CARERS ARO A ids 45° 
LAR CHODS POP RE) IMO ASIEN ZO, 
HHP ISITE & RYO 方向 を と る 事 と な り め , 91 9 AD BBE L — By 
SEZiDTCHA.S 

以上 の atari 0, 便宜 上 , HANNO & HOD Te BRB OBA Es cot LP 


線 123 研 we 報 x 本 105¢ 7D 


OMELET LE COWRMETIC LE SHOWN PAS SD LOTHS 
例 へ ば GRINDS TAN OLE RO RRO LUD, その 分 布 は 

ー 様 で 無く , 背 猪 軸 部 に の る 存在 し て 向 多 還 部 に 清 減 し 最 西部 の 大 戸 瀬 崎 

の それ は 5 PULL, FOWOW RAE I ORIEL IE UT 2~3 BLO 

それ が 認め られ, その 相 党 階 を 連結 すれ ば , ABH A ARABI HATND oR 

が 得 ら れる 。 CORA 6 ¢ PLEO ERD SEDO UBIO PRILICAT 

HS SRLS LOCH bo HF ACH, 能登 等 の 生島 の 背 羅 山地 は 同様 に 

PMEROWL CHM し, その 括 端 に 酸 達 する 段丘 は この 軸 の 失 考 運動 の 結果 

LS al 

LAR LERM STD & COMM IE) 7 BOK S vee WI ee UT Le 

の 軸 』 が 之 tvEF AZ. MUTI OREO » 7 eH A Ic Bm, Ke OME 

除 の 軸 が 認め られ , 面 か も これ 等 の 二 談 運動 は , 地 塊 の 主 運 動 と 調和 的 に 行 

は れ た 外観 を 時 する 。 匠 く 筆者 の 解す る 地殻 運動 は 地殻 を 剛 由 と 見 叙 す 。 
も の で な く , 作ろ 水 河 運 動 に 類似 する 比較 的 可 咽 的 な る も の に 相 党 する ob 0 て 
要する に WEBI MARIE ATR 0 CEC A 5B, EMD 構造 分 本 の 結果 
ZIBB ARRAS EDTHS. MUTZOMAREA DB lh 

— Hills MA (SRO hae MRT SOME, 例 へ ば 上 記 の 中 

越 油 田 (第 2 園 下 ) OMS &, COMPA (中 越 下 野 〕 2, MRAM EK 

HI, RA LMOMKCO MH MOUEM ( 相 詩 的 に ) し た 旗 部 に 相 党 する 

& の で ある が , 然し その 南北 夫 方 向 に 於 て は 逆 縄 の 傾向 が 現 は れ 。, 越後 下野 

が 朝一 な る 構造 元 に 非 る 事 を 示 UTE Bo 


1) Pah /A\ARCR A, AT BTS wk 2 AE 4 Ho 
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SIF RLSARBRWEALEK=74A 
RULYREMBICRET cD 
CPt, 自 鉛 硫 及 びさ メ ツ ト 石 ) 
Met Fe BM x 

WTI Av FPF =P A ORD 

化 皇 成 分 この 方 法 に よる 分 析 結 果 第 二 表 の 如 し 。 
第 愛 表 
DVP=T7 HOLE RD 


I Il II 
wt% | wt% | wt 


mol. ratio 


PbO 66.58 | 66.80 | 66.69 ey 412 Pb: Cu = 8:3 


CuO 9.39| 8.75| 9.07| 144 SO4: COg : (OH) = 4:2:5 
SO3 | 12.48| 12-88} 12.43| 155 

COs 2.55| 408) 3.29 | 415 分 子 式 

WON FO 3.19| 3.34| 185 (PbgCug}{ (S04) 4(CO3)o 
A Od tr, tr. COoHe)5} 

NO @ PE Cn sotose sleosens. 

AS PS | 0.40 seen 0.20 


al 94-89 | 95.15| 95.02 


I RRB BASE I Rc BAT BEAT 
Tl ALK AE BAS cu CBRL, 吉村 分 析 , IT IT, Il OP 3548 


Fi 2 BATL OI 0, HEM VF = 7 BOER LBA BHT HA(PLCu) 
(SO04,COs,O,H2) を 極め て よく 満足 する こと を 知る 。 上 述 の 分 析 は 合計 
が 552% に 達する の みて, 甚だ 不 完 全 な も の で ある が な が, 時 と 試料 を 異 に する 
分 析 が 新 昔 共 よ く 一 致す る こと ょ り 見 れ ば 偶然 な 誤差 に 其 づ くも る の と は 思 
は れ な い 。 和 開 者 は 試料 の 績 く 限 9 測定 に 漏れ た 成分 の 検出 に 怒 力 LIEDR 
に 成功 し な か つた 。PO4, AsO4, Fe, Ca, Al 等 は 何れ も 存在 LAO DLs 
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WE PBDEKOATHOK, 計算 の 結果 が , 結晶 形 , WEE LIE KK a 
VP S=7 AIRS ORD GILT, BAL OPS AME Ds GREDO 
た 不純 物 に 大 因 す る の で , 2 OMPNOZE MA plc 5% IL OES ARR 
MRO DS & k-T BAHL BOOTHS. 
Fa SREB ADC SF O) LEP AEB: O) BURFI KO Het LIB NES 
に は , 鉛 の 線 が か な り 明白 に 現れ て ゐる の を 見 た 。 銘 以外 に Cu, Pb OF 
者 が 強 現れ た こと 勿論 で て ある 。 こ の 候 が 果して 主 成分 中 に 存在 する の か 
惑 は 双 ど ん な 形 で 入 つ て ゐる の か 共に 明らか に する こと が 出来 な か つた 。 
然し 奥野 氏 に よる と , 鋭 が 含ま れ て ゐる な ら ば EMO ED 第 一 回 
OFUI BR UTA S & し て RAE CHADS, 合計 の 不足 に は 開 係 し な 
WECHY, ASF bP UBRICMAKGOMARLT この 様 な 多量 を 意 
し な いと の こと で あつ た 。 こ ・ ゝ に 同氏 の 御 難 示 に 製 し 厚く 感謝 申 上 度 い 。 
第 = 表 
DUP ST HOB BI 


1 2 3 4 

PbO 66.69 69.71 67.7 66-93 
CuO 9.07 9.24 10.7 9.26 
SO; 12.43 15-81 15.6 13.89 
CO2 3.29 1.43 1.9 3.06 
H20 3.34 3:70 35 3.66 
x 深 Dee NI Geseey al Stoancos 2.39 
2} 95 02 99.94 99-4 99.11 


(LD) EGABINEE HR (1936) 
(2) Leadhills 9&1) # : Flighi : 分 析 : St. Maskelyne & Flight, J. Chem, 
Soc., 27101 (1874) 

(3) Leadhills pg) # +: N. Collie : AHP: RN. Collie, J, Chem, Soc., 55 91 
(1889) ; 
(4) Challacollo, Chile: Liebert 分 析 : G- Bery, T. Min. Pet, Mitt, 20 390 

C1901) 
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MARU OTS MED 再び 入手 出来 る ま て , ZED BeIGKRS SS b lh 
る され な い が , COMM AUEFHATACHSS LI EMO 分 析 か ら も 言 
ひび 得る と 思ふ 。 向 次 に 従 來 報告 され て ゐる 分 析 例 と 比較 する こと に し た 。 

第 三 秦 に 見 る 如く , LBAMWED 2 v F = 7 Ale F VY —D Challacollo 
BUNS ES 6 LOL Be ELMOMADLAT BMS. Hv F = 7 BOBF 
式 ど と し て は 色々 の も の が 今日 まで 見 出さ れ て みる が , 何 れる (Pb+Cu) : 
(SO4, COs, O22) =1:1 & FAR TK, 結晶 水 の 存 在 を 認め 
ず (OHL)2 と し て の 存在 即ち 基 性 臣 と する こと に 媒 論 は な い 様 で ある 。 K 
に 第 四 表 と し て 分 子 式 の 代表 的 の も の を あげ , 第 5 表 に 於 いて それ EHO 
舎 む 原子 敷 を 比較 し た 。 SMO IK KO TA RMAOR FEN Dt b OR 
HDA SD HAH K CRASSA DBOMMCH 65, 0°CTHECE 

第 us 表 


2 
No, Hy + 式 x AN 
1 | 6PbSO4. 4PbCO3 .8CuCO3 Brooke (1820) 
2 | 5PbSO 4. 2Pb(OH)g. 3CuCOH)y Flight (1874) 
3 | 4CPb, Cu)(SO4, C03). 3(Pb, Cu)(OH) 5 Collie (1889) 
4 2PbSO 4. 2Pb(OH),- CuSO4, Cu(OH)o Rammelsberg(1895) 
5) 5(SO4) 4 PbC(PbOH)¢- 2(CO3)4. Cu}(CuOH) ¢ Groth 
6 (PbgCug) ((SO4)4 (CO3)2002He)5} 吉村 
第 五 表 
AVPEFSTARFAP ORF RR 
4 5 z . 
Ve Ulpp Ca |, S04 COgeCOH uke ae Br 
i OR 6 7 0 26 Brooke 
2 yg 8 0 5 | 20 | Flight 
53 a 4 3 14 Collie 
4 ES 3 0 3 jk) Rammelsberg 
5 85 14 20 8 21 98 Groth 
Ont | ee es 2 ge lees 2 dae Se ays 
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Pat UTKOKR RS OTCLEABY UV Fa 7 HOMARARTIIED SS 
(PbgCus) {(SO4)4 (CO3), (OnHe);} 
Il レツ ッ ド ヒル 石 結晶 (leadhillite) 
D 結晶 レッ re VEILAMBRD EM ET &O TC, UBS BB 
HRM RTS 集合 を な し て る ゐる 。 RBM Mth, 内 部 
lieu Pa 7 AAA O27 石 及び レッ ド ヒ ル 石 自身 の 結晶 の 鉄 生 
し て ゐる 唱 腺 を 践 し て ゐる 。 内 部 の 品 洞 に 面 す る 表面 の レッ ド ェ ヒル 石 は 白 
色 生 透明 で 光 澤 は 鈍い 。 JEX 247 PBR St URE e RT, この 
他 の 主要 部 分 の レッ ド ヒ ル 石 は 酸化 外 礁 の 混入 の た め に 票 窒 色 に 菜 ま つて 
DA, CORBAO MAILE MO KAS WAKA, 第 A 男 
で , その 他 の 結 曲面 を 示さ ず 利 1 cm に 達 す 。 
粗大 な 結晶 が 少く な い 。 こ の 族 面 に 球 行 な 完 
SSM OG 金岡 光 澤 を 放つ の で て で, 一 見 し 
て 和 百 鉛 左 と 選 別 し 得る 。 結 唱 形 の 明らか な も 
Olt LOM ¢ ABI CHAM hc BBE 
CHOo Hish AAP GHA CE Fi Tr lial lS 
之 を 示す 。 
結晶 は 少 敷 で あつ た が 測 角 に 適し , ROM レッ ド ヒ ル 右 結 品 
SH BIG 2 決定 する こと が 出来 た 。 主 な 形 : (oor), (110), (err), (437), 
(434), (218)。 極め て 小さ くさく 現れ る も の : (101), (470), C072), (177), 
(338)o HB AF vst RELA Bl. HARE COCA MM 
¢ RIERA LIK BRA GHEWOADT, 8 が 89°32’ で て 90° (IES, A 
Jey bMS EL ICIS 近い が , RGR O COM BFK t BXt KAORI 
anit mt Bao 次 の 第 六 表 の 測定 値 計 は 主として 早 園 測 角 に に よ ょ つて 得 た も 
の , 計算 値 は Dana : System of Mineralogy (< & S 1B 5 BAO ate 
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KEDTHS., (434), (437), (418), (410) Mn AR BU CHA|D, 指 
馴 に 4 の 億 敷 が 多く 現れ る の は レッ ド ヒ ルル 石 の 特徴 の 様 で ある 。 
第 x 表 
vy Pen BOW) % ff 


wel ea) 測定 値 | ae ta 


001/\012 | 46> 47! | 47° 56! | 934/011 | 629246’ | 61° 21 
O01 /\ 434 Gs oY 66 4 418 \O11L 54 40 Bf 5 


001 /\o1L 65 29 65 42 134 /\012 35 38 SGmmey 
110 /\437 EOS SO 410 へ ハ \012 V2 SNe 72 43 
110/011 35 50 37 48 110 A012 49 30 49 58 


2) 物理 性 «FLARE MA DH SRCHAD WE LIS 6 bE KMD 
BAe. COMDOASMES 0. WOMABRKE LRT. d¢=6-62 
H=3, RSH H SD EMO M < HHWOK DMA OBERT. XD 
MosBA ESE IRI HUT EMA OF Th 3 W> [GHEY Re SL} 
HBA, 2V # 10° IPARIt @ も 185 LOS, BMP Lm. 
眞 乾 板 上 に 一 週間 置い た が 何等 感光 せる を 認め な か つた 。 

3) cB «BA OME EL SH RAMI TARR IK 溶解 し 難い の で 
Ze & し , 溶解 し た 部 分 と 別々 に 分 析 し た 。 分 析 方 法 は ヵ ぁ レ ドニ = ニア 
石 の 際 と 似 た 方 針 を と つた 。 HATS AMMO 存在 で ゎ つ て , COBH 
BELT, AsCls と し て 蒸溜 す る 操作 を 行 は ず , モ リプ デン 酸 ア ン モ ニ = 
ッ ウム 液 を 用 ひ て 火 酸 と 共に 黄色 沈 淫 を 生 ぜ しめ 称 量 する 方 法 を 探 つ た 。 委 
EA TRERIBIK AWE L, 硫化 水素 を 通じ , 赤 黄 色 の Ue TE L, de ele 
1B, AME CHAM, 再び モリ プ テ デ ン 酸 ァ アンモニウム 液 に よる 沈 肖 を 行 つ た 。 
BML AES SRAM AARC KSZEDLA Shr}. レッ ド ヒ ル 太 の 
分 析 の 最初 に 確 酸 に 溶解 し た 成分 中 に て は P2Os 少く , WRITE P ICS & 
れる As に は 多量 の 火 が 件 ふ 様 で て あ つた が か , EMCHA YER LIK DO 
た 。 炊 の 結果 は 雨 者 を 一 括 し て 報告 し た 。 硝酸 に 溶解 し た AsO4 Id 8 2 
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IbBORA CEAIDE BAS CHEOBULMR DH A 問題 で ある が , 試料 
の 少量 な た め 追 及 す る こと が 出来 な か つた 。 
第 + se 


vi? Piton BO th Bt me 


. 1 
ae ie oe eee 
AsoOs 0.40 | PbO 66.42 | 76.62 |296...19|  * 

H20- 0.28 | Cad’ 255 | 294 | 39... 2 


CPbi7Cug ){(SO4)5 
Fe,O3 9.04 SO3 6.08 6.95 | 75... 5 | (COg)14}2PbCOH) 2: 


4H20 
RYE ee LEE |" COs ID Noes re 
Fai bs) 
se fh 088 | H,O+ 1.90 2.19 |106... 6 
計 99.16 (100.00) 
第 八 表 に は 従来 報告 され た 例 と 比較 を 試み た 。 
第 AX 表 
VW Ey SO aa A aie 
1 2 3 4 
PbO | 76.62 81.3 80-80 82.44 
CuO DIOLS a ea aes ais 
SOs 6.95 7.8 8.17 7.33 
CO2 11.30 11.5 9.18 8.14 
H20 2.19 rs 2.00 1-68 
#t (100.00) 101.9 100-15 99.59 
GQ) +A AR WE 吉村 分 析 (1936) 
(2) Leadhills gf (1) ze N. Collie 分 析 (1889) 
(8) Sardinia 産 C. Hintze 分 析 (1875) 


(4) Granby, Montana 産 Pirson & Wells 分 析 (1894) 
VIFEMAOH ENE じ で は 次 の 王 例 が 報告 され で る 2 る 5 
C1) (Pbe) {(SO4)2(CO3)4} Pb (OH)2. HL20: Hintze (1874)-... 
Sardinia 産 の も の に つい て 
(2) (Pbis) {(SO4)5 (CO3)9} 4Pb (OH) 2 - H20... ‘Laspeyres (1877) 
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…Leadhills PEIN HEO &D(COuT 
(3) (PbyCuy) {(SO4)5 (COg)4} 2 Pb (OH), -4H,0--+-24}(1936): 
BADE 4 の に つい て 

結局 之 等 の 議 式 も 定 験 式 に 過ぎ な い 。 要 する に 土呂 久 路 山 産 の も の が し 
PFEUMBRSS ECT EC LMEWAO LSS た Pb の 全部 
な が Cu に 置換 へ TA acid 異色 と 認め られ る 。 

Iv #RRUKG 

BVP STH VIF ELAR, LAAMIUOKAT と 
RBUTOKSBHE DO 得 られ た の て, COMKE AR eR し て 生じ た 接 
RIZE CMBR CS PRA BA } BC PRP D6 得 ら れ た の で な く 。, 8 
SCHRBA OPEC FIR PD CH SNKEBCH So RBS < RPP coal ze 
ie DTEBE LIL UY Fer BRUZONMBI BAGS 2 UP =a7R- 
HES k OES —BED, FHA WR t WAGES 際 し て も 堅固 に SRIKD & s HO 
h~Oe Miahrs. RHEE OREN MESO RUN BSCE 
— PRR LTH SD, “nodule” で あつ た も の と ょ と は 思 は れ な い 。 RABE 
rhc REE R eee UC CL ORRICK E TAD EMBERS CHS CM 
ふ 。 RLU I Fer AOD MEO MICRA TAUREEO | & Mat 
NCH SMD OBA TE, この 生成 は Phe PES HR eb O68 D » 
如く , 二 次 的 成因 に 属す る 確 物 な ぁ る こと は BREW, ESM SS vie BA 
し て ゐる の で あら うぅ が, 確 床 自身 の 生成 より 造る か RAM 5 6 ERY 
成因 の も の と 推定 され る の で ある 。 

ヵ レ ドニ = ニア 石 と レッ ド ヒ ムル 石 は 何れ も EMO RID CHOU, TAS 
で 知ら れ て ゐる 産地 は 約 13 を 敷 へ 得々 ぁ る のみ 。 銀 鑑 嘱 床 の MET o 
も の が 多い 様 で ある 。 土呂 久 確 山 に BUT &, BIRD BCS tC, FAN 
WE, BIER SRUE, PAIR OZ WERK IE OT & DED OMICTC EES SOT, 
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ACOH Re 産 し た こと ょ とも ある 由 で あの, 目下 冬 行 中 の Bie Ld 
FAR RIT SEBINIES ADCH So HOTA AMINO BEAK & BC 
Mt Br aicKistweul Blthao 

© OD PAWED O tke & HH 76 HEM L Scotland の Leadhills #1}, caledonite 
は Scotland の 古 名 “ Caledonia” か ら そ の 名 を 得 , leadhillite % Maxey 
に 因 ん で 命名 され た と いふ 。 Leadhills WRIA & FELD & UC 報告 
SRL DRBEDK HBV 4 L Jinarite, azurite, lanarkite, leadhillite, 
caledonite, pyromorphite, cerussite, vanadinite, strontianite, calamine, 
plumboaragonite, plumbocalcite, galena, zincblende 73H 4, fPH UF =F 
右 の 分 析 の 比較 の 際 に 揚げ た チリ ー の Challacollo WEL & FIBEOIEAE 2 AR 
す が , ZUM © fh (= mimetite wT AMALIA ¢ RL 
に 興味 が 深い 。 

EGABUINCR OTH UF HT ERO Fer GL stA > BRIO 
中 , PHU & bers 成因 的 開 係 を 有する も の は AIR: i 27} RHE 
BRAC BDDATH Do SOMME AHWR DO BUC L UC, 或 は 交代 作 
用 に 際 し て 叉 は 風化 作用 に 際 し て の BRB & し て , MS Ai MAKO 
如き 多 敷 に 上 る 。 GSH - FLEA - FOE - GR -BA- ERM- ER- BR 
Aa + fa 7 + Pot + 77 SE - DR SR ENC RSIR E> G38 6 teak 
(IMI SATB YTV. 7 > b 2 (nontronite) 等 が 見 られ 
bo HLROWMALEROM < SPER RIS SINS CHAD,- 

CES LOMO 中 に は 興味 ある も の も 少く HOD, PHF Z Ls 
し , 以下 に は カレ ドニ = テア 石 ・ レッド ヒル 右 と 直接 成因 的 開 係 を HAR 
MEL TAI EAI OW CO ARM PUED Bo 

V AR 鉛  & Ccerussite) 


AVE SAT HEIR ROMMIED > 54D JELES 2cm に 達する 


綿 133 
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A Site © ti ial O AF Vv a PERE] 
第 九 ia 
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ARTO = EX hh OFM te IT ENT. Xx8 


TA bE FF), FERRBEA x 50 
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美しい HAA eS し て 産 す 。 結晶 は 前 後 軸 の 方 向 に 延び , 結 唱 面 は 比較 
的 種類 に 富む 方 で ある 。 (601) (021) Coro) k << BEL, ZHO 面 に は 水 
牧 の 方 向 に 條 線 が 見 られ る 。 柱 区 結晶 の 端 に は (zzo) 最も 大 きく 現れ , 外 
に (412) (72z) (102) PRE UT OSS その 他 小 さく Hive WE ETE 
(711) (211) (130) (120) が 認め られ る 。 測 角 の 結果 は KOM Lo (東大 
PEN BBCE CHS THE) : 


第 九 ca 
ES A RW HE A oh Te OW 44 1h 

we wh ce ce | at 9 Of 
110/110 622 52! 627 4b0 WI TIe Adie” | (58° 16") 38> 16" 
011/011 VS) ES I al Naan MING Sra? 87 42 
021/\021 | 110 30 110 40 | 121/121 68 O 67 59 
130 /\130 $7 20 57 19 || 211/100 27 38 27, 80 
012 A012 I 89 25. ~ | 

Fe Sls ar va Boxlel, 59 leila ei, AO nada we AB 


す 。 (zzo) PMH t F SBA RADA LG JB i esta 
> AMEN ee UTH 4S, PIOACZeRT, 

BEPAL IRD MEW o TAF INGO ART 9 Ay =6-78, BOGE 0.2225 2, 
Ik} OD BE 0-1898 g。 温度 14°, MESIBA Ze HAA MAICOW eC 測定 し た も 
NCHS. 従 座 白 鉛 忠 の 比重 は 6.6 以下 で あぁ る 様 に 教科 書 に 見 えて ゐる が , 
天 委 潜 の 測定 が 過大 に RTS IO te S + 表 

| AA BE ASOT Hee 

い 方 法 で て あぁ る こと か 54~4lr, Aa CeCe 
WED BIL GVIE 3 る べき も の と 思ふ ea eras a 

eee 金剛 光 澤 に 近く 無色 遂 SHO) CO, 16.2 16:8 


Hs0O . 0.0 . 
こと が 多い が , 稀 に 青 , 黄 , 白 等 の 色 を |e ww] 00 
3 98-7 - 100.0 


MO bo AE Mito HMR. ay gra saip ae RRCIRO 
a =1-807, 8, 7 は 測定 し 得 な か つた 。 Ul. 理 論 値 PpCO3 
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ELS ICAL S AUT HS @ lh 1-803, KK —-RTALEP5 0 
WY fi (ile ett UD CaCI IES D0 STARA ROM し 。 
VI ミ メ ツ ト 石 (mimetite) 

AVEFaTAP AMMO MMO He: LT dS Ssh O cpio, 一 見 硫黄 の 如 
iene (6 eH OSE PE AD’, MASE OC TEREIRD Wevere UMA & 存在 する 
725 MOME 3m (HEF 640% HAD Mis ARL dr & MIT H O, 
AMIE LTH LOCH S EY, WGI LA DOR. 次 の 第 1 周 に 黄 
SN BIOS ARS . [DIE] 5 OPERRIE LOT A し た 欄 に 六方 鑑 六 
AFORE &OMSSOs06 MS LOE OL HO, BRCLEDER 
られ る 。 v7 he vA PUY LG MUIR he LU TIES SB 8 OIA AIS HEI 
存する が , HAT BLM BP OME URIS SUR FESNE AE GREW 

ALO SICHSLE BKOM S MUMBA TI KOCH DK HE 
ORBIAD GAEL eH, HEMBI VSG LL, 水 で 抽出 し , ORO WPM 7 — 2 
AO T 7% Y PELS UTS GARPTBSRVAUY % DS, UBD (8. PEW EL 
Do (AsO』) グ 1 の 存在 ば か で 明らか と な つた な が (PO4) の 含量 は 不明 
で ある 。 然し レッ ド ヒ 右 の 分 析 に 際 し て 述べ た 様 に 砂 酸 に 可 湾 な 現 酸 に 
は 炎 酸 の 混入 が 少な か つた FHS HAD 6G, この 確 物 は MORIEL O EMS 
Ore 47 tA PbsClAsgOo IGE &E OL Bidirdo GREATS = 
Cbt47 FAK ABE LW (A LEAMNC & 黄色 の も の が ある か らら . 

に 色 の み に よ ょ つて 和 制 断 は 出来 な い 。 

向 題 徹 錯 下 に 見 る と , ED ISO, 多 色 性 は 認め 難い 。 複 屈折 極め 

aS, HEE Eo 屈折 牽 は 何れ も 1-85 よめ 著 る し く 大 で て で, VY Pe Bee 
Dr CMO CED Md ork, DED BMidbsi ev rel Hees 
れる の で ある が , (CRIM LTE SADA GALE PEW LTAS, 
賠 和 十 一 年 十 二 月 。 ALVES A CEL SEA bE gh BS I C 


So 


153 


#8 137 研 究 ak Be #1192 


ARATE REGIE BICRELT 2) 


AE: YE AS AB 


me の @ 要 

ADA ENE A ALIS 極め て 種々 な る 外 癌 の も の も あれ どる も, これ を 大 別 
すれ ば 次 の 二 種類 に 分 も 得 べ し 。 

CD FRA 購 色 硬質 頁岩 中 の 不 規 則 な る 烈 購 間際 を 充 培 し , 或 は こ 
AL ROINE Ha 3, BEL SOW BG UT eK BT A SOIET, MIE 
(LE2V 5 D HE OPE IG IETS Os, PRO fe DAA LIRICA 6 te, BADE 
構造 示す こと あれ どる ぁ , 確 石 と 母 岩 と の 境界 は 肉眼 的 に も 明か な め 。 

QBABEE HEMRAAO—M, 或 は 安山岩 脈 中 に , ZRORMA 
FEC, 種々 の EBV & PRES EOI UT, 現在 探 握 中 の も の は , Ht 
LUC OFOUMEAD AA RILBET S PUT BO SCREMT RTS Lo 

Tk BE UG © i 
BAP CS 4, その 品位 低 きも の は , LENO BRERA 
異な ら ざ れ . ども, その 品位 の 高まる に 従 ひ , KH RBS RO, 肉眼 的 に 
も 方 谷 鑑 の 微粒 を 観 祭 せら れ , HOE Z FLEA MGR L HO, Id t OMB 
— AWK O MIS OTH 640 EOKMS 6 O% RMU CTE 
=, 銀 0.456, 銅 0-72, Hf 1-97, HAGA 10.69 2 を 含み, 人 金 は 殆 ん ど 含 有 せ ず 。 
= Rei b UD CHREES Zr, 明か に 母 岩 の 磯 化 せ る 部 分 と , COMME 
FEST AMAL LOMY, 前 者 は 意 通 の 頁岩 中 に 見 ら る ゝ が 如き , HO Th 
粒 の 集合 中 に , HOMME AAA &, BORK DY aa eae & Ze 散在 し , 
部 分 に より て は 全然 雨 者 の LE LCL, RAE CUT Binh, AR, Plas 
SAU, TONE FEB A Cwitherite) GL FEM Bt, CPUC * SRG SA, 
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Tes PLGA Cpolybasite) 4 2fEO, 部 分 に より TIA AO TEM micdee 
POND, これ ら 責 部 の 界 に 沿う CBEST 

右 の ぅ うち, BA GIA BIC MK Ke UC: 母 岩 の 内 部 を 網目 の 如く 旨く 
外 , Eker OFLU 2 EERO, 最初 の 成 生物 た る ぁ を 示 し , SRE, Daa SA, 方 
SOREL, AGO TBR eI te LC, 一 部 は 母 岩 に DRYE L, — Mit FL RO 
MeER~ Vo COPHER INES Sit, GES Data < BRA O NMI aT 
S DIK UL, SERUM IL FORM CT DMINCOALS 0, WHMIS & し 
THRORIMN = DAB L, 母 岩 の 内 部 に 及ば ざる こと な り の 。 

BEA GORML, HEX BRO MAM Ze SAH CHILI, 更に それ ら 
の 間隙 を , a4 (Witherite BaCOs) OMNOIE IAT HIE 6 Bo 

SEG O EK | 

c ODRMIL ANRNN FIfIc UT, BAI GOS, MMBC LOT 泡 沸 する 
等 , 方 解 石 に よく 類 す れ ども , その BP Live Ris Oo, Bae PI HE 
(cerasite) 0) =IISA MAI L CASSIE, 二 筒 信 旧 の PYble] 2 を 示 
す の み な ら ず , € ORSNRA HK AK iB 22 Hi FO 2g, PBS YY 2 OP eA 
UC, また その 錯 酸 溶液 に クロ ョ ロー を 酸 加里 を 加 ふ れ ば , クロ ー ム 酸 バ リッ ウム の 
Be Ue ET BBO, oS A OLFFER DIES o 

COTE ATE PERO 成 生物 た る は , FLA FLROREO FEU Z 
BHI LO THRILL, COMBINE AE OREO DOBRA & 4S 
交代 し 。 COWELL MINS ED 4D LIENS BBS Lo 1 L AE 
ORHED TMA KS CRYO LOR OD, LRBMRIC LS MRAWOR 
物 な りや は , Cte LHL ¢ HES, 本邦 各 地 に 極め て 多 3 RUE A KO PB 
(Cab, BA AIL CMD TT EIS し て , 地表 水 に より THEAIELEK OL 
fat 65. BOS SPH L, KIRKE E AD ZO 最 下 度 た SIGS 
道 に 於 て な は 産出 せる BH LIC LOTHET HUE, 本 確 物 は 恐らく ERA 
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11O—thY = ‘ 
Ain vies % oO 


BE HE UE LI EMR © JL It BA GOETH 
Fe HIG ee, Ay KCN jes} 
G Hawi, Z Amis, t Brew, P 硫 
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第 八 


EE EDR ESRI © LBA ARES Cx) 
G Heomk, Z PmigngR, t Wisamk 
P Gi BRSLIADE (polybasite S Zp, W Fez 
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尽 に よる 最後 の 成 生物 な る ぁ ベ べく, BADE O Tw a y Bake, BIA 
PSO EK CO = BaCO; +K,S0, 
な る 反 座 に よめ て , BBA Bil LEAS It, 既に 周知 の BB UT, た ヾ を そ 
の 反 座 の 可逆 な る ょ ,BaCO。 の 溶解 度 が 衝 か に BaSO4』 よめ り 大 な る と の た 
D, © OM MEDHET F Alc Ik KySOg (LEP UTHDIZ RO 氏 3COs HE 
する こと は , Meyerholfer KOEHN) IBY OHI 0. 換言 すれ ば この 最 
後 の 階 程 に 於 て , 確 液 は 可 な 0 アル ヵ カリ 性 な り めし こと を 示す も の と 認 む べ 
Lo ARS EMR ICED, FRA E ICD IBIRD BRIDE fo TIMES 2 
L, K€ Olt il tn MRD EX Bk, RE EIS Al 3 DIAC ABE 
し て 小 球 を 成 し , 低温 成 生 物 の 特徴 と せら る 4 構造 を 保つ に 拘ら ず , それ ら の 
鉱 化 織 確 が 概ね 等 方 人 性 に し て 黄 鐵 確 に 属し , 百 鐵 鐘 は 却 て 稀 に , BEE BE SOS 
SBC BBO Pe SARS UT, WEA RR FM a ee ©, AEE CREE 
a SME Cwurtzite)O) (746 2G Site < MELO KAN EU 
URIS CABIE Ze GIk, HEE UC BL ALE aS SA e EU, PUES Rt yr 
» VPES BBA OA DERI aE % 4S 4 Sk lk, Allen, Crenshaw, 
Johnstone, Larsen, Merwin 2 OY BE BAN CED 8 BPRS O 6 
| 2) Sa Be OG SR BE SATE OD BEHR | 
eygmpg (tetrahedrite) は 殆 ん ど 常 に AP EMEO— Mob, KRM EIK TE 

PERAK (pscudocutectic) に 共生 し (第 七 園 参 照 )) これ を 交代 UT 生じ 
た る も の の 如 し 。 そ の 薄 片 は 全然 不透明 に し て , BIRR PS 7 eB 
He L CHAD CIR eB Tae Eb, ARE SO MED IES, それ ら に 比 
し て 硬 け れ ど も , POPE IC AB せら れ , BRAT PE 等 方 性 を 示す 。 


1) Meyerhoffer, Zeits. f. phys. Chem. 53, 1905, 513. we 
2) E. T. Allen, J. I.. Crenshaw, J. L. Johnston, E. S. Larsen; Am, J. Sel. 33 
(1912), 168; E, T. Allen, J. L- Crenshaw, H. E. Merwin, do., 34 (1912), 


341; 38 (1914), 393. 
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FAMBOAGA IL KO TR I BRL, KCN (20%) CE OTS MB SHE 
も , HCl, FeCls, HgClo, KOH 4 OU5GHO MERI SAT, これ ら の 反 座 
(HS CSR ME LE 一 致し , 特に その うぅ うち 銀 に 富む も る の, 即ち 助 銀 銅 左 Cfrei- 
bergite) \L—-BkF > 

硫 錦 銀 銅 座 (polybasite) (te % FLIROZIM IHS T, DURGA, TSB, 石 
K, BASCOM L, LITO 実 面 に 着 生 し, OWI REO - 
TAR 2258 し , WAL SRU SE (i Tae E IO SAP EAL a wR 
て 観 祭 すれ ば , DHRC Ie UC DPR eS, KCN (20%) に て 容易 に 暗 
GN BED SAT, 一 見 弾 銅 路 又 は 赤 鋼 中 に 類 す れ ども る も, B= sar Pics 
赤色 の 内 部 反射 を 示す の みな ら す ず , HNOs (1 :1) CKOTRA CBB A 
に 過ぎ ず , UDBSAMNIBILT SMC, 明か に それ ら 附 種 と 選別 せら 
れ , KOH の 秀和 液 に て 犯さ れ ざ る BUI, 硫 銘 銀座 Cmiargyrite) 濃 紅 銀 
OE, EAL SRE, 潤 片 また は 研 魔 面 上 これ に 類する 他 の 確 物 と 葉 別 せら る 。 
本 礎 は また HCl に 犯さ れず , FeCl。 に よ ょ つて 黄 愛 すれ ども 拭 へ ば 傘 に 
し , HgCle (2 CRD AIC, ANE OIE OS, CR OMTORM 
に 於 て , Davy, Farnham 40) ait A HESEIRGT OE (polybasite) の 性 質 に 一 致 
す 。 二 礁 は 諾 々 方 争 忠 と PDE ¢ OIE OR MIC 閉 生 し, 或 は それ ら の 
RIE L, それ ら の 成 生 以後 の 物 た る を 示せ ども , その 孔 際 に 面 す る 部 
分 は 自 形 を 成 し て , 毒 重石 に 被 は る ヽ ゝ を以て, 毒 重 右 より も 早 き は 明か に し 
て , CREST LHABURIC £ SHED bnbiss Lo 

SRE SRR RMA 

FEC BE AUIS RS FBS CHR OL KE ROU BIk, FE 

OIA £ OBL LIF SIMS S, BIRO ARIG LOTL PME AL, 


a3) Dar Farnham に kn Is, 2 MES > BN Sia ME UL KCN eeu ent, freibergite は 
これ に 犯さ る 。 ATES EKMRYAS IK CHIL 3, 
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脈 貴 は 往々 10 SED ACRE L, Wd A LILES AIC ES} 2b, AER 
PRBS Be UU GP & 23,28 AS BR UC TAC Ke et & 8, 
ZS ODEN LHL OF BIRD, RO Ab eH PDS, 或 は その 
ERIC SMa eB e S EOS ST, COMME} b MAE OMAFF IS, 
AS — Bah — PY ae ADE Oy SE 
に し て , 2 POREOR & It RUE, OE REN ES, 他 の 何等 
の RH, KIL SOY LEBEL YG SSIES, RY e035 DOME 
は これ を HNOs (1:1) (2 CARO する に , Es the S ARIEL, その 
外観 上 Schneiderhohn, Nissen-Hoyt HHiG d', HAM O MR DOBER & 
LUM LES ED EMH TKS MUSES, Ds SHH eB THE L, 
HgClo ik KCN (= CRG AS lc, ARS AEE FSO) OBER eA SIS 
至ら ず , ま た その 新鮮 な る 研 歴 面 上 , WWE, ISR RIDE, IAAL SRNR, 淡紅 銀 
WE CMB SS 2OD 部 分 を 認 む る 能 は ず , COMODO AL CRM 


の 存在 こし ょ る や 』 或 は 置 に 腐 鯉 面 上 に 生ずる 答 泡 の 影 結 等 に よる も の な り の 
4 BD 

8, LRPBRLBE UH Lo Ut Eb, DS BES BRIS COT 

せる に UIE GA 0.329%, HGR 0.07% に 詩 し , 銀 0.02649 BAA, MILB S 


Bere, 

. 銀 Oe = HK 態 
; | 前 起 の 如く , DEVE PIC RIC ES OBA TE, We CA 
A LAID UC MRORSRSIDE (polybasite) O (Ff 7D d 5 xr, AMIE FOE, 
WE. 9Ag。S:Sb2Ss 中 の AgeS の 小 部 分 を CuzS に て 置換 せる も の と せら 
れ , 62~72 の 銀 を 含み , その 存在 が 銀 の 品位 を 高め た る こと 媛 な し 。. 


1) H. Schneiderhohn, Mikr. Bestim, vu, Unters, v. Erzen, 1922, 104... 
2) A, E. Nissen, S. L. Hoyt, Econ. Geol, Vol, 10, 172, 1915. 
3) PERE RAEG, ASE 1648, 3824, 84 WAAL AR), 
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Bir & 4, WR PICA OW 2 ER GUT, RIEHMBCLRORES 
む も の あ め り , それ ら は 概ね BMG FI WGAME (tetrahedrite) の 存在 を 見 , 
これ また 通常 多少 の 銀 を 含有 し , その 量 時 に AVEO 10~20% に 達する 
IL BES MG tS WEEE SVC, ADEA OVS S 1 EO (CBU KEE 
含 銀 種 に 一 致す る を 以 て て , RODS OWLS AK 6B s ERE <A 
MODS SMAL HC MiAMOMS BAIL, この 推定 を 裏書 すべ し 。 

更に 多少 の 銀 分 は , WBE FIC 全然 均質 な る 方 鈴 吐 中 に も 含ま れ 得 る こ 
と 前 記 Nissen-Hoyt Wig, Guild 氏 千 の 研究 に よめ 明か な ね れ ば, 本 奏 右 中 
鐘 銅 中 ま た は 他 の 銀 確 物 の 松 出 せら れ ざ る も の に 含ま る ゝ 銀 の 少く と も 一 
Maid, COMMIT SHU GS LOL 認 む べし 。 但し この 種 の 磯 石 中 
HAVO HCL CE 6 O Mize BT BEL, RI DED OIC HA 
TORKAAL GS > WARE S LOL UT, な は 今後 の 研究 を 要 ょ べし 。 

LRES BIA POR Wr < & & HGP HEBESRAMHE (polybasite) 
Hid DAB) (tetrahedrite) の 成分 を 成 し , 他 は 何等 か の 形 に 於 て , PERUSE 
中 に 含有 せら る ゝ も の と 認 む べく , 輝 銀 確 , 濃 紅 銀 確 , 淡紅 銀座 等 の 存在 は , 
余 の 観察 せる 標本 中 に 未だ 全く 認め られ ず 2。 


HSE EO, AWTS E OC 種々 の 便宜 を 和典 へ られ た る KA ABBE 
Si APE RB ER, SERGE, BRET, 桑山 勉 , 伊藤 光二 郎 , 小川 
FR IB, 熊谷 富士 男 議 氏 に 深謝 す 。 

本 研究 に 要 せ る 機 武 の 一 部 分 は , BASE £ OO HABA IK CREA 
せる も の と す 。 こ ・ ゝ に 明記 し て 調 意 を 表す 。 


1) Nissen-Hoyt, 前 出 。 
2) F. N. Guild, Econ. Geol,’ Vol. 12, 297, 1917. 
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研究 短 報 文 


Ze ww £ it Bt mM 


MB We RN 


itt 
Dil 


VEE SE (kL BGO BTA IC OO, JR ASW C ae L, その 確 物産 出 
DARI OS THES STH Oo FRI ILGT ALE O MABE & tO RE MAK 
PLO S CHAE AM eLMETS Lo OWS BASE CC EE OA 
THEO FILED ONO» HAAPEGMEMDORAO— Mees & Ole 
Cite 1k HE SHE Zc UTS & ADMEBE L WSO» HIERERLUO RIE t 
その 産 其 及び 階 件 忠 物 と の 義 係 に つき て も 特に 周 窓 な る 観 祭 を な すべ き 事 
を 注意 せら れ た り 。 | 

fe PYAR BS hE fil KO AR WBaS & FELLAS BHO Ht OD Xx 線 
的 研究 を 開始 せら れ 居 9 の , 足尾 , 尾 下 , WEE UES OS ODF v x BiB IC 
FAIL DA 9 7 THEMED Asterism に つき て 注意 せら ね や MWOWR*> hina 4 HF 
EOBICMBY Lb TRI TN SC be BME Ot HB に つき て も 
ZETA LIB AMHO, ZLOSTAQWIH LS MAT CORDON 
し 。 

Geet os Ce SILO, SORA RSL bt, HORE 
2g % PFE AY O Te AiR IC LER <K RBORe2RT SE OEY o 

AUIMAEICBS UTZ KOCH 2H Cri 4 ERIMUOUMA REY LF, 
(MEET. 
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OE H&E Gaui SOHN CALS RETRO AI 5, 6, 
7, 8, 9, 10 園 に 示せ る 如く , (oor), (110), (101) BORMD GET Sb 
OSH UWL 1, 2, 3, AICI SANS, (oor), (410) OO 
み 現 は る ヽ ゝ も の も あり のり 。 稀 に は 第 13 OMS, (oor), (zzo) (orl) Dik 
面 よ ひな る も の あめ , 叉 第 12 園 の 如く AAD) MOI CHES MG 
す も の , ILS 11 園 の 如く , 長 き 不 規則 な る 結 品 形 を 示す こと あり め 。 

淡 に 営 教 室 所 蔵 の 標本 に つき て 観 祭 し た る 所 を 圭 と LU, ZI 
(LHR DAE e I~ & OWAIE & BEAK & OAR eit SS Le 
1, 2,3 IRS (0or) RO (110) DAL OGAREMBBE AG 
RO ~O bAA+RAB Le L= BRO + aIE LASALLE OD 

こし て , KABI-St k oO AMY GHESLORO, MOCO EH 
PO) PYm PAWS ROT HBR IC HET SH EOI UT, MOR 7~8 
mm に 達し , FROME ASU Td, © OME OMALERUG IK TILES 
大 形 の も の な り め 。 Cire MAD AURILER 2~3 mm ORBEB ICE 
I EP Ra 2 ah し て 筆者 等 の 既に 報 
At SMO LAR B の 形態 の も の な り 。 千 この 他 に 長き 地 
mm の 小石 英 を 相 作 へ 0 り 。 第 3 園 は この 種 の 結晶 の (ror) ERG LS 


る normal #65576 0 o 


A CERAFRGBRETIN EOP. LBEORYS LORB4 A 
示せ る 如く , 第 ユー3 flO’ OIC LTH LS REHMO OU UT, 座 
MOFERK] I~2 mm, RSH 4r5 mm の も の な り 。 KEMROMALE 
BAT Rw Le ERS C+ CHE OBR SSO T, BS BR mm 


1) MAI, Lb SeHESE, 98 4048, 46470, 昭 8. 
2) 渡邊 新 大 , AIRE, BAW B17 &, 38~40 FH, 1 12. 
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の 百 色 の 小石 英 , HIM DEMME FEOROM S RHMROMEBET O 0 
BB 5, 6, 7, 8, 9, 10 賠 に 示せ る (oor), (110), (101) MOBS 2, » 


00} 
ee 
110 110 
I 
2 Seon | ad se eee 
oo] 
SS eS 


00! 
[=z = = 
Pe) 
JRO" 
Ne 
5 
4 001 
て 


| vo | 
001 

= a5 ; 

iO 
110 
110 
4 sores 

8 TA 


長め の 結 呈 は 石英 粗 面 岩 中 の 所 調 「 ネ バ 」 の 中 , 若しくは 石英 粗 面 岩 中 の 小 


Aik OHF SIO. BT SMMC UT 4A TIOPIL ET SLOLERS 
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S~10 如 が に 達する も の あり の , SOHN, 石英 , OIE 2 FESO. 石英 粗 面 
岩 中 の 容 洞 叉 は 釧 看 中 に 産 す る も の は 一 般 に 小形 に し て , RS 1~2 mm 程 


= OOM 
Be on 
nM 
I 
00! 10 


14 


の も の に し て 第 9, 6, 7 MOMS & OF ¢ , HGMIK, 石英 , OES > PEs, 
第 8 9, 10 elit C OMOMIED & OORT S BO LT, [av | 
PCED 4H fit. &k < 5L 6S AVMO’ OZ? Yo 

第 8 TALIEOR EE 2~3 mm OAK の 結晶 の WPT, (REAR 


B 


Min) (CUT, DS 4 LOD BIA BAMES UT BI B AKO A pase 


i 149 Mt Fi Ja 8 se # 13133) 


SHOR eT LOA O, 所 調 曲 面 黄 鐵 喉 と 年 透明 の 小石 英 を 件 ひ , Bt 
鐵 左 の 表面 に は 筆 1 mm WF ORGAO iA BAS o 

5 10 岡 も 同じ < 一 種 の 下行 連 品 に し て , 潤 き Cor) 面 が ほ ゞ 下 行 に 相 
重 な れ る も の な り の 。 IEORT HUAI OS Cle A FRILLS BPFH AS Lo 

第 11 園 は 第 10 岡 の Cor) HOMBRES 部 分 が 長く SSCL Shr 
た る が 如き 形 和 駄 の も の に し て , (OMS KEAN S hBeRT. COME 
部 は 1 [Oink O 上 下 に 2~3 本 突出 する 場合 多 し 。 こ ヽ ゝ に は これ を 
簡約 し て 示せ り 。 此 の 種 の 結 品 は , 長き 了 om HOD 百 色 乃至 生 透 明 の 石 
英 結晶 辞 の 上 に 明 な る 結晶 形 を ARS S A PUTED HES RRA 0, Hieron 
Belk © OPED LICE T SEO UCHR 4 BHM し 。 

第 12, 13, 14 岡 に 示せ る も の は 三 百 以 河鹿 下 四 番 塊 中 段 よ り 産 せる , 吉 
FAM Heme PC OAH IY 6 tut SRC CHAU S EOI UT, BSR mm の 
AGA GHWO ARORA EICBES SR SK) rz cm (IL RSEEMMO AA 
し て , HHI Sei, SESE CSET (AAL) OCIA A & ARO Me 

種々 の 傾き の も の あり の , 反射 測 角 器 に て は (zzo) RO (011) の 面 の 反射 
像 を 興 ふ る の み に し て , (Ail) の 反射 は な し 。 こ ゝ に 岡 示せ る 第 12 fe] D 
も の は 接 鯛 出 角 器 に よる 和 概 測 より 決 定 せ る 一 例 を 揚げ た る も の な り 。 こ の 
RA PC AACS 13 [HOM< (ozz) 面 の 存する も の も あり , 叉 HH 14 
OWS (zzo) HMRI LF A normal HH % LBDBHKY o 
FERRO ILOW TORR 

DEUS AMET O RA OnnKEO & OOS THM weFT 
へ た る が ,(zzo) 面 よ ひ の 反射 は 何れ の 結 品 に て も PETE ABIES LC BIER IE 
し き 位 置 を 知り 得 ず 。 稀 に 内 亜 鉛 忠 に 件 つて 産出 する 第 1~3 OMIED 
も の に て は (zzo) 面 に 不 規 則 な る 繧 き 起伏 あり て AOAMEZE SKI ek 
BARS, (oo7) Mk OOD RNR (rool) 唱 帯 に 治 ひ 3?~6° よめ 時 に は 
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zo" 以 上 の 範 園 に 相 連 績 せり 。 そ の 中 に は 叉 多 敷 の 加 折 像 も 存 す べ き 2, HF 
曲面 の 直接 の 反 革 と 認め ら る べき も の も 少く と も 2° へ 353? の 範 園 に 及 べ 0 。 
(zor) ffi, (zoz) 面 に て る 同様 の 現象 あめ , (ror) 面 に て は ほ ゞ 2) 品 

ml, XQ (Zor) MS CRS » C27) HAAR WYO BUED FEIN I ASE 
MS SRNR USOLEL, 即ち この (zo の (Go の 1 面 に 多く 認め ら 
る FORE IL AAT ci Ae © St ARS AAP DAN CC ta PORTS LOSE 
ある も の ・ ゝ 如 し 。 

RHE ODMR OMA IOS Th U6 BRIN Lo BR FEGRALERIIC 
LEGO MM <, H 8 fel, HH 9 OM SAAT KD 4OZRA OS 第 
10 [1D DO & MIORMOM 74TH LL BN Lo Ti UTHER E 
(L7P4AT Ban EI FETE SB PATHE ISIES o 殊 に 第 8 園 の 如き も の は 
肉 服 的 に も 完全 な ら 球 行 連 品 に 非 ざ る こと を 認め 得る 程 な り 9 第 9 記 0 彫 
DF OAK 輝 べ た る が 如く , 各 面 と も 敷 度 に 及ぶ 連 績 反射 を 示す も の に 
UT 2°~3° 或 は それ 以上 の 和範 園 に て 想 傾 OB saa 夫々 の 面 に 
陰 着 せる も の と 見 る を 得 べ し 。 か すゝ る 現象 は Miers も kiaD NO thas 
CZ ab, 小結 曲 が 順 次 に 少 LO OMMS THB ALOR O LO, 

a eee IY ST RIG Ls 
FARO S sennbhas L, (zoz) TCI C77) PRANCYRO, (For) 面 に て 
(177) ana OT, 同様 に 小結 晶 が 互 に 少し づ ヽ 傾き で 除 閉 する る の こと 

lk, 測 角 の 際 に 見 られ た る 連 績 反射 の AE EH LIZ ADU Lo HILO 
72 VA CALE F 9 = FIO) Asteism る WHA LIBADA し 。 = OB 
(LOS CHM ZRPRET AS Ly 


1) Miers. Mineralogy. p. 428, 1929. 
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4895, DRE OHE CRARONE 
E&OE Royer, L. 

右 旋 性 及び 左旋 性 酒石酸 ever 株 格 
酸 』 左 旋 性 アァ ペラ ギン 筆 , EM ICTATE 
の 酸 で 方 解 石 の at111), b(110),e2 (211) 
d’ (LOD & Ph し , 不 活 性 の 酸 で 深 触 し 
た も ゃ の と の 人 触 像 を 比較 し た 。 活 性 の 酸 は 
CULL fT Clk disymmetric Creu. fee 
il, G10); il); (01) 等 の 諸 面 で は 
disymmetric の 触 像 を 款 し た 。 不 活性 の 
酸 で は (101) 面 に だけ disymmetric » fh 
IAS HAR 9 ILE OBER D> DRO BEB 
So RAIA BOM BRO EAR IC 
ほす 影響 は 綿 て の 結 品 面 に 見 られ る わけ 
で は な く , そ の 面 に 垂直 な Ye a> 
Sts te H8 A Bb rhombohedron 及び 
Ist order の 桂 面 に た だ け は , disymmetric 
OMRERTSOCHS, HELLA 
性 不 活 性 何れ の ゃ の で C100) 面 上 で は 
disymmetric DPR as HAR WW, ALD if 
Clit Witz mOK, CC. R. 202, 429~ 
31, 1936) (yee ar) 

4826, fam MROWE ¢ SA ¢c OR 
Royer, L. 

PIRI 2 EP AAS e OPA BHI OB AIC HE 
2 bILSbO BMS V, HBO KEV IC 
活性 な 酸 を 以 て , HMA ABA, Cala 
mine を 深 触 し その PRED HR 


石 の rhombohedron の 面 で は hemihedral 
の fh Rx 現 は れ , 他 の 二 っ の HRW cid 
tetartohedral の 館 像 が 現 は れ た 。 比 筆 は 
何れ る 不 活 性 の 酸 を 使用 し た 時 現 は れる 
ARO VR LY % vs, pe zincblende, 
zinkite, cuprite, scolezite, apatite, schee- 
lite 及び wulfenite に つい て AO Bae 
を 行 ひ , apatite と wulfenite KIA TOB 
PLA 得 ら れ , LOM Cid, 使用 し た 
ASIA で は 優 さ れ な か つた 。 apatite の 
(0001) 及び 桂 面 に 不 活 性 の 酸 を 作用 さき 
せ た 時 に は hexagonal paramorphic fit 
像 が 現 は れ , 活性 の WARS 作用 きせ た 
時 に は hexagonal tetartohedral fh (9s 
出来 た 。 同様 な こと が wulfenite で る 見 
られ た が , COREA OVALE 不 活性 
の 影響 の 差 は COOL), (001) Di cw 
られ た , 即 ち 夫 々 paramorphic の も の と 
tetartohedral MEDLAAZ ES WO 
HD DRO mae AS 9 MIRO Wis 
Hitn AA OU At PABA © EARL IC RO 
て 定まる が , AMMO WAIL 或 る 特定 の 
ICM LC OAS So CC, R. 202, 
1846~1348, 1936) (yez8 #7) 
4397, TES RIE J 24 BEE 
Rik BR, 吾 村 悦 。 

ja EK INARA O X72 4b 
kU BMT LIEICES SKS 7 24 
DIC CHAD BPO Vo TAT EUR 
(LB Alte S 結 品 た は 非 ず し て , ゼノ タイ 
ASRS WIM BID Ye ay OFM EG, 
EME LUCUAFTSEUC CO Be 
Hic, $EIC FREON E SAI Dr ayo 


MUR SRL, LE E71 a OTG 


抄 20086) 


a A Bi Th OR 
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SMR & BEL, ROW BEEK 


: : fi JI HES 
PEE e 

IM Bel? 2 4 
ERED BO 2 I OTCRE AY 
bi の 組成 ks Ct 

PO PS OLE" S29.08 
SiO2 822 | 32.40 | 2.04 
(Nb,Ta)0;| 0-29 | gz BR] 0.36 
TiO; OS Hi vera 0.03 
Y-earths 42.86 | 51-87 
Ce-earths 3.78 3-79 4.58 
ThOsg 1-82 | 2.20 
ZrO» 11-86 58-71 2.66 
UO 106 | {£12 ] 1.09 
Al203 LY R02 3% 
Fe203 0-96 0-95 0-94 
CaO 0-63 | gz Bh] 0-79 
MoO | at Bk | ge BR | 
FEB ie 2-87 2-10 3.00 
Total | 99.47 | 100.63 | 100.00 


CA BTARIR, 16, 17~21, 12) CRED 


4828. HERBPOSAAARWOAN 
Frondel, C. 


A Fi OH IL し ば LISA Ic BSE ZS 
OB) と し て , 白雲 母 の 庶 面 蘭 層 中 に 産 
出す 。 こ の 結 品 の 白雲 母 た に 習 する 方 向 に 
BA UC iz, Volger, Linck 及び Miigge 等 
に 依り て 研究 され , RO =MIC 分 着き され 
た り 。 EUS HAL OC1120) a BEE L, % OC 
Hh (LSE BE DFT (RAC (IMR D Ht My HH 1 AS GF 
£7 SO, ROD COOOL) as BS し 
C1120) 25 BRO SHB BIC -BF LES YO 
な り 。 BEACH Bit BS Hep OS ype 
Ze Py & Ee, AMR MILT RIK BH YS 
筆者 は Gilsum の ペ ゲ マタ イト よ り 産 出 
& 3 Rh 6 AZ OEM AEM O 
710 個 , 並び に New York 172 番 街 及び 


Fort Washington Avenue Manhattan fr 
PONS eA PBI V ED 784A 
BY O109 個 に 就 て , BRAD WIE Be 
WROABECYS SGM LAA Vo 
DENO 多く は 桂 其 の shi e A し, 長 
= 0.5~5 #E, I 0.1~1 #6, JR = 0.005~ 
0.5 Kite Do HIRO 長き 及び Wow. 
TCHS S WR, MEK BISLO 
DHRKEG MCT SOL VK 
(BEY) © 2 We LET BEE L, ¢ 軸 に 伸び た 
StLOTES wD, Ris COOL) OBIS Y 
DIL, < Hic s KS oO Bee SZ 
も の は 極め て 稀 な り 。 更に と の BRAC 
iho ARE COLO) cys 3 BARS MRT AD 
に 研究 し, その 結果 を ゃ 詳細 に 素 示 を り 。 
(Am. Min. 21, 777~799, 1936) (KE) 
4829, WHORE PRRs 
HIV & (Lp aA bentonite の 一 種 
に し て , 山形 懸 産 の 水 膨 型 bentonite & = 
So 黄色 貼 形 膨潤 土 の 原 土 , 洗 降 精製 物 
RO A BREE O PRB KY sind, 44 
TTD SME dO Ta He Rie BO HE 


$a ay 2 3 4 


sin 0 


dCA) 
hkk’1 


BD 8 6 7 8 


sin 0 


dcA) pei 


hkk | 1220 |1011(2) 1013 |1120(2) 
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鉄 21087) 


果 を 得 た り 。 こ くき に 面 指 ン 敷 bk] の 決定 


に は Hull Of Ze ERE V, = Ow | 


は 単 一 玉 方 格子 に は SES し て , BAK 
格子 な る べく, その 恒 敷 は ao=3.83 A c/a 
= 0.8275 0 CUSE EMRE am, 58, 928~929, 
昭 11) CRA 
4830, Krennerite の 結晶 構造 Tunell, 
G,, Ksanda, C. J. 
テル 化 金銀 奏 に 属す 
ee cB CW, sec Krenner, von Rath 
等 に 依り CHERBALADIC BTZE SLI VO 本 
With (L RAK CML, HAA a:b:c= 
0-9407:1: 0.5045 な り 。 Penfield, Smith 
等 は krennerite 2 calaverite 2 (i jeHees 
的 に 異 る 事 を 述べ た り 。 筆 者 等 は 主 と し 
て X 線 的 に 研究 する に 同様 の 結果 を 得 , 
& OPA © Hi AA HERE OD ALAR WIC RO BEE 


る krennerite の 


朋 か に せり 。krennerite の 結晶 軸 は 形態 


BAN OAL EL, MAAR TIM (kao = 
16.51 &,bp =8.80 A,cy = 4.45 AC+0.03 Ad, 
ZL UKM ke SB Aa a: b:c=1.876:1 
:0.506 に し て , 4d L2ED 2 倍 に 相 営 す 。 
AuTe2 の 8 分 子 を 含有 す 。 空間 群 は C2* 
に LC, 各 原 子 の parameter (LAH Lo 


ous [Equivalent is aly A 
position 

Au (a) Oe ee Ona Oral 

Au (Cc) 2 | 0-25 0-32) 0-01 
Au (Cd) 4 |0.12|0:67| 0-50 
Te Ce) 2 | 0-25) 0-03} 0-04 
te (ce) 2 | 0-25) 0-63 0-04 
Te (d) 4 | 0-00; 0-30 0-04 
Te Cd) 4 | 0-13} 0-37) 0-59 
Te (a) 4 | 0-12) 0-97| 0-50 


(Journ. Wash. Acad. Sci, 26, 507~509, 
1936) CK) 


98351, Ag(Co(NH3s)2(NO2)4)O#ER 
3S Wells, A, F. 

CuK, HOKE Nv -c IRA Ae oR 
り て そら の 正方 単位 格子 は ao=6.97 A, cy 
=10.43 A に し て , 空間 妖 は Dan , 単位 格 
寺 中 だ は 2 分 手 を 含む を 知れ むり o NH 
Hi complex’ 442Y2UC ho 2 @ 
ME gts S EAA V ALAA IC A PERRY 
えみ 構造 を 興 へ た りき 。 本 構造 は 大 体 に 
complex イオ ン が 面 心 立方 格子 の 歪め る 
MS Bae cee SIC Ag イオ ォ オン が 占 
むる も の な る を 知る 。Ag の 代り に NH』4 
或 は Ta を 含む も の は HHRRV? 空間 
群 に 属 し 単位 格子 中 に 4 分子 を 含む 。(Z. 
Krist, 95, 74~82, 1936)【〔 高 根 〕 

4832. 多 硫 化物 の 結晶 構造 三 硫 化 バ 
) YRORABE Miller, W. S., King 
eae 

BaSg #4 dh fie PO S3oRia tikes 
bhG DIK 本 研究 を 行 ひ , その 単位 格子 は 
ao=8.32 A, by=9-64 A, co=4.82 A, a:b 
c=0,86:1:0.50 に Ut BaS3 の 4 分 子 を 
含み その 空間 竹 は V“ な り 。 Ss イオ オン は 
互 に 約 103° off FX U> CHE Ll, 同一 
fit © S-S Homer 2.15 A ic L-K2S308 
Ip © S-S {i & Ket VO CZ. Krist., 
94, 439~446, 1936) CH) 

4233, アル キル : メ タリ ツク RAB の 結 
Et Wells, A. F. 

I, (CoH )3As-Cul, Il CC4H9)3P- 
Cul 及び UL (CoH; )gAs-Agl OF ALE 
JER PR SIC, Lis a0= 18.08 
A, p=2.05 に し て 8 FF EAA ARES 
Te Vo WS HARICH LG =23.7A 


2238) 


a di Ti ty TR OR OB 
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a9= 22.424 A た し て 24 分 子 を 含み ,) その 
p=1.47, RM Bt D3a な り 。 UL は 正方 
HRSA IC BU, a0 =10.7 A, co=19.7A に し 
て 8 分 子 を 含み , 0=2.24, そら の Zt 
D3a % Vo ai th L Ome HEE EAE LC 
研究 し , そ の イィ ォ ン 座標 を 
8I uuu, uuu, uuu, uuu, %+n, 
2 十 。 “Z+u; Y+u, %—u, 
4—U; %—u, %+u, %—u; 
%—u %—u, +u. 
8 As vvv, ect. 
8Cu w, w, w; ect, 
24 CHy 
24 CHs 


XZ TCC 
Xy Xo Zy; ect, 

u=0.12, v=0.32, w =0.43, x1 =0.365, 

z1 =0.18, x2 =0-30, z» =0.10 
と 決定 せり 。(Z. Krist., 94, 447 ~460, 
1930 う (高根 〕 
9834, V205 ORE 
Aww; 

= RH) © Hi A ERE IC BA LC aR 
RE TLES&LOD(, eS A 
より 見 る ゃ 興味 少 か ちず 。 著 者 は 叉 Nb, 
Ta 二 五 酸化 物 の ERO HEC MTS 
Fol e LCAMME ELEY, CuK。 及 
び CrKo $ORIC k UC. Ault a, ee 
OMARMLE £0 CHEEV, TOMA 
格子 は ao=11.48 A, bo=4.36 A, co =3.55 
A に し て と, その 軸 泰 は 従っ つて a:b:e= 
1:0.380: 0-310,% の 比重 d=3.323 ょ り 計 
RUCHITH OD PMit z=2 な る 
を 知れ り 。 上 比重 の 計算 値 は 3.37, その 分 
子 容 は 53.9 な る を 知れ り 。 ARO ZB 
は C2v に し て 20 は ouv: ¥%, a, %4+v 


Ketelaar, J. 


AV RU 80 xyz; xyz; %—x y, % 
+2 B+x, y, B+2. % OBB IS 20 
ld u=0.08, v=0.89, 4Vic cig x= 
0.148, y=0.097, z=0:8.0 KH し て は xy 
=0.148, y1=0.45, z1 =0.92, xo =0.20, 
y2=0.03, 29 =0.46 Ic し て ,V 44 vo Ry 
Yo404 4 ン が 四面 体 を 形成 し , その 四 
面体 どど 30 イ オォ ン を 半 浴 し て V205 0} 
C7 SM CHIC BOSS Me Se 
と を 知れ り 。 RKCEO Mls POR VS 
Sei veC ta veskA UT OK PG 
な る 層 を 形成 を そり 。 THEO4 AY PRR 
離さ V0 VO 
V—Og=LI7A, V—O4g=1.75A LT 
v°*_0?> 04 # »fagimya Zachati- 
asen に よれ ば 1.76A な り « O-O SRR It 
BY 274A L tery, (Z, Krist., 95, 
9~27, 1936) CAH) 
48355, Mg 2 Zn Off RE RME3Cuz 
Alto と の 同型 Laves, F., Werner, St., 
Mg-Zn RECO Zo に 富める 金属 間 化 
ih MgZn。 な る 化 骨 式 に て 示せ し も 
の は 研究 の 結果 Mg2Zni1 に て 示す こと と 
の 正 党 な る を 知れ り , SEDI © He 
FILMS ( MgeZnss に て 示す べき ぁ も の 
な らん と 。 Lave Bick 立方 完 面 像 
(On) OME mL, HF MBIA 8.53 A 
IC UC ERE MgoZon D=HFESH, H 
Fj EFA CMU U0 TOBE 5.93 
VS MLAEC LABEL tone 
式 を 異 に する SBMS MggCu,Aly, 
と 同型 の 結 品 構造 を と る と と に し て , と 
の 三 元 金属 間 化 合 物 は EB 8.29 A 
な り 。 之 は 三 元 人 金属 化合 物 が 二 元 化合 物 
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oe $b 930395 


t A Oe HES LS HEB Zao 
に し て , 二 元 化 合 物 が TOG ESE & を と 
Y Chitin 3 PE FMOMKr VU, CZ. 
Krist., 95, 114~128, 1936) CHL) 
9836, TIl の 低温 体 の 結晶 橋 造 Helm- 
holz, L. 

TT は 三 型 に UT 175°C bie ci 
赤色 に し て CsCl WHE RAS > 常温 型 
RBS し, ZEKC BBE tire 
6 EN IC BEE ST OW Be] © BAB ZPERE し く 
2E ( SS pe IC BAe Tal ok Ol £ LCR BES 
Fe7s 0, COP MM Le Of a YP RE 
と Cl 及 Br の 性質 よ り CsCl 型 を と る る も 
の と の 老 を 懐か し め た りき 。 Lave Be 
に ょ る に MARA RO BRE 示し , Mo 
K. ik 3 WH Bd, ao=5.24 A, 
bo =4.57 A, C= 12.92 A に し て その 比重 
7-29 より 計 人 邊 し て 4 分 子 を 含む こと を 知 
6 SHR Vi に し て 41% 000; 
084-34; Cou 3202. 4.9) (x 000; 
0% %: oow; Yow, Wa MHISEW = 
0.392 tS ERIC CLO 原子 位置 が 示さ 
れ , SHEA TI ATI cece ened 
近接 を そる 三 つ っ つの Tl! は 457A YF ORM 
を 示し , 各 イ オォ ン 和 距離 は TLI は 3.36 A 
S49 A BRA, TE ie 3:89-A, TT 
432A な る と と を 知れ り 。 近 接 そ る 二 っ の 
原子 は <c 軸 の 方 向 た 直上 と 直下 と に 位置 
し , 4 つの 近接 原子 は て 001 う KAT SE 
面 上 た 位置 そり 。 それ ら 二 っ の 選 の 距離 
は 3.87A に し て , 故に これ ら 原 子 間 の 結 
BH. LUCHA EBS <2 OO 
V5 IBOBR LI pit 432A に 
Loziiary Tl Of Mopc¥ v¢ 


LCZHEIBAERLUCHATSCLE 
示せ り 。 © OREREIC TC (tHE 7 1 UT 
TARE ~ bik Sh & NaCl 型 或 は CsCl 
MICS ST SCL RMN VY, TI it 3 HH 
HRTF RewRs, CZ. Krist., 95, 129 
~137, 1936) CEH) 

4837, MES cPRis COME 
Wooster, W. A. 

His in Fee & LAS & ASE IC RET S 
結 品 を 三 群 に 分 類 し , B-Re し て は 分 
子 群 内 た て の 方 向 に ょ る bonds の 差異 を 
例外 と UC, ahh AH Ih] bonds が 
等 し きも の を 含ま し め た り 。 第 二 群 と し 
て Zn, Sb, Bi, FE, AF, VASO RIK 
格子 を と り , H=RL LTe, HgS. TiO, 
SiO2, HgeClg, KI2PO4, SboSs 及び 
LAA © jp ERASE & AD SHEL E 2 
YC, BREIL RATEF AO HHH te 3 
Him & AO CMH し, 3 ECE ky, ka, 
ks を SS cos? By, 3S cos” Qo, XS cos765 
IC CHEN C % OHH Fl (SAE FB & ek 
人 bonds FU CIC >a CLAY, Sith 
と 01, 92,93 を な す equivalent bonds 
OMEN IV, Zit o{MOMIC RCA 
Rime Ke, BORIC RA CARE 
OF EV % OF fh] © 5 AER 
に し て , B= K Cit 鑑 の 方 向 が Se 
直 の 方 向 よ りゃ 大 な る 結果 を 示せ り 。(Z. 
Krist., 95, 138~149, 1936) う 〔 高 根 〕 


BASRKUE 


4838, BUERA OMAR 
Av, | 
三成 分 系 K20-Fe203~SiO 2 の K20 


Faust, G, 


#94940) 


ae TR Wy Te kB 
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6S102-Fe,03 系 の 平衡 開 係 を 吟味 する 
に 鐵 正 長石 CKFeSig0g) 及び MA Zi 
CKFeSi20g) な る 化合 物 の 存在 する 事 を 
示す 。 此 研究 に 依り 鐵 正 長石 は dry melt ょ 
VES DE LME AST IKCMS CERT S 
eK VU, WER A OF ROA Me S 
VL— TR (a BOE te S 7 SRS PAB fF I< SL 
(tS, ULGIEE Atl © 7 Mikel (i FeoO3 
D13.5~21% の 間 に し て 920°C で 分 解 
燈 融 し て 鐵 白 析 石 と 溶液 と に 解離 す 。 鐵 
FAR Tit MERA BRR と 浴 液 と に 解離 し , 
2 OM ARE © の 安定 司 域 は Fe2Og の 
9291-24.75 2 なり, Ac Qoe yx 1265°C w 
liquidus |cRS 6 BAB に し て , 著者 の 
辻 験 に ょ り 鐵 正 長 石 分 子 の 存在 が 確立 せ 
y 。 鐵 正 長 石 と 普通 の 正 長 石 と は 約 12 
2% ら 鐵 正 長石 を 以 て 類 質 同 像 を 形成 す 。 

(Am, Min,, 21, 735>763, 1936)(#8 A) 

4839, 背 コ ー カ サス Malka OM BP 
繧 岩 庵 毅 と その ラ ヂ ウ ム 含 量 Saloviev, 

Se P; 

Caucasus 山脈 の Malka yyicyu, 吾 
生 代 の AE fii PA Beas Be Me SOS, BER ISAS 
Be BA BVWICHAE L, CLO IF V2 
含量 を も 定量 せり 。 本 岩 は Adamerite に 
BEV, RK 52 flr oe Ee SPF 
FUABRILR ROX 189x10-2 KR 
に し て , Kirsch 氏 の 63 {fo 4E HA PORE 
PIAL) KH) 30% DEV, FFD 
BIILBA RO LRMEUERL RSH 
ひ 系 統 的 に 減少 そり 。Caucasus oA | 
り 古 き 2 個 の 花 則 陰線 岩 に つき 測定 せる 
KL RKOARA 1310-2 RB U0.87x 
10- き の 値 を 興 へ 前 球 均 値 ょ より 少量 な り 。 


BALLER DP 427% ORK BE 
せら れ た り 。(Am. J. Sci:, 32; 380~391, 

1936) (yay By) 

4840, スコ ツン トラ ンド の greenalite- 

Kennedy, W. Q. 

Wigtownshire 附近 の オー ルド ビ シヤ 
ン 期 岩 中 よ ょ り 産 する chert を 旋 載 し その 
組成 分 た る 鐵 及 び 東 酸 は igneous eman- 
ationn た に たよ つ で chert に 伴 ひ で 見 出さ る る 
pillow-lava ょ り 由 来 を そり と 深 論 す 。(Am. 
Min,, 24, 433~436, 19386) 04254) 
4815, CaSiTiO;-MgTiOs ##H 
西岡 名 三郎 。 : 

本 系 は 32 wt. % MgTiOg, 1305° otk 
mee Aas SEAM te VU RM MgTiOs は 
CaTiO3 と 同様 その BABA as 
Ry BK ERIE DO ZEYH Det (CSL 
ふ 。 (金属 の 研究 , 15, 442~444, 1936) 
Cast 
4841, CaO-TiOg-Si0o-MnO-Ti0o% 
FRG AMES, MM =RE, 

本 系 は その 甘 品 温度 に 於 て CaO-TiO 5- 
SiO2 ド 成分 に 18 wt. 22 MnO.TiO。 の 深 解 
度 を 有する 限 府 固 溶 体 共 品 型 で SE BE 
は 49 wt. 22 MnO.TiO。, 1210° *% UG 
ek UR) 60% の 酸化 チタ ン を 含有 
L, HO PBA © (vy BRIE & 1} S Seas HR 
た 。 (金属 の 研究 , 13, 487~441, 1936) 
Ch att) 

4892, RRESICH IF SMERO A iy ih BS ic 
RC 富田 達 

中 生 代 来 の 火山 地質 は 民 馬 鼻 地 の 外 満 
州 , 北 支那 中 南部 支那 の 沿岸 地方 を る 同 
一 埋 石 陳 に 属 せ し むさ べき に し て 本 期 に は 


chert. 
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KEL AAO Fl tee 火山 地質 を He 
り 。 新生 代 古 第 三 紀 に は 火山 活動 の 見 る 
べき も の な し 。 滴 州 ) 北 支那 中 南部 支那 の 
新生 代 火 成 岩 は 玄武 岩 類 な る だが, 他方 A 
BOL CLL 5 IN YY JY Hb, Hy RBS ey Be PARI es > 
5 WHAT ee) BARI UC AE 
MR AERA RA IRE NS lt 
Bice y VY VAN, 朝鮮 北部 の 各地 , 迎 日 
Skt Ww web HK BURA 
WIC LRASEVSV, KHEOWMEA 
ty Wh & AL TAR Te a 
LIP), RHR OGSIRA RET W 
DY BAR L, HK ERT AEE アル ヵ リ 
Ma Sub-Province «C LCRA 
廊 の 活動 は 中 新 世 ょ り 行 は れん た る に 将 し 
環 日 本 海 岩石 硬 は 鮮新 世 な り 。 
次 で 著者 は 日 本 の 新生 代 の 火山 活動 を 
1. 御坂 活動 期 CP, 中 部 中 新た UC AaB 
VW) 2 大陸 活 動 の 優 入 期 (上 部 中 新 一 鮮 
新 う 3. 第 四 紀 活動 期 の 3 期 た に 孔 別 せ リ 。 
と の 中 2 期 た に 於 て は 北海 道 , 東北 , 北陸 
Wp, FAVES TF MIC CIE カル ク 
Tr wy HOG HCH L, AME MKS, 
北 九 洲 , 山陽 等 に て は Te YG の 活動 
BesheEV, coc LAKH AEM 
HRS SMMC Lc, comida FAO 
FAR OMEL 考 へ られ , 大 陸 アル ヵ リ 
岩石 区 は MALE ec 3 ICL 日 
AS © ls HERES He (tholeite magma ) 
で ある 。 COLMOBRO Ht > ab 
> ら 誘 導 せ を られ た か , MPR 第 3 の 岩 
Ed» b Hl] xD process て 誘導 せら れ た か 
AORoOMM te So, MARE A 
WAS, 噴火 形式 , BA OME, BHF IK 


HEH VY LR, (地質, 43, 918~916, 
1936) (yay BF) 
4843, HR Uganda PiLA VBE, 
BREA SPORRBEEO trans: 
fusion に 就 て Holms, A., Hecht, F. 
著者 は Bufumbira OB, 及び 西部 
Ankole の Katunga の melilith に 富む 
Set % ESE a ;transfused quartz xenolith 
の 多量 に 存在 せる を 認め , とこ の transfused 
quartz ORBO RAREM~C OBE 
に つき 測定 で る に , opal-silicaglass series 
の 如何 な る も の ょ り 高 《 く ) む し ろ MBA 
KX BCD EV, KOC COMM 
に 如何 な る 成分 が 燈 岩 中 より 導入 そら ちら れ 
た る か を 確 む る 事 重 要 eS o,RBOUR 
少量 な る た め 遂 常 の 方 法 に 依る 定量 化 弟 
分 析 は AW RE SA, BOYV 1 vy KO 
Hecht 氏 の 協力 を 得 て 微量 分 析 を 行 ふ を 
得 た り 。 岩石 な る murembite 及び ka- 
tungite Dt; S47 AP RU transfused quartz 
DIB DO 微量 化 塁 分 析 を 行 ひ , HEE Y 
右 英 の 方 に は SiO。 の 移動 皆無 と 優 定 し 
AISA Dr SWRORD LEE 
百分比 に て Hie Sic Alz0s, K29, 
H,O が 最も 多量 に し て , 更に murambite 
の 場合 に は SOg, katungite の 場合 に は 
Mg, Ca WAAC BAX られ た る 事 知 
られ た り 。 更に variation diagram を 作 
lal L, AREA OAKES Bila 
Ko Colonsay OY, A ICHMORS & & 
指摘 そり 。 (Min. Mag., 24, 408~421, 
1936) (河野 〕 
4844, 2 &A-eclogite の parage- 
nesis Tilley, C.E 


keynolds 


#52642) 
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MAILE TAAL eclogite と 通常 の Hi 
eclogite と の paragenetic HE {% & 243% 
する た あめ に は そら の HRM RPE 識 
る 事 必 要 な り と し , 先 づ BMT ERG Z 
eclogite DOHERTY te 2 HRA, 輝石 に 
つき 各地 の eclogite 中 の w \ {LBbapHy 
を 集め , これ を A-F-C 〔A=Al203 一 
(NagO0+K.0), F=(FeO+MgO+MnO 
+TiO 9), C=CaO)) = fala ic HBL Sic 
PA ay % SHR Z SH (a sympathetic varia- 
tion を 示せ り 。 そ の 中 Bavaria の eclo- 
gite LEAR EAS , WRB S 
種々 癌 察 せ る 結果 募 品 石 の eclogite 中 に 
Bit & LCR S Sd, HE PB Ic 
SOMES Sik VBBIC Al20s の 存在 せ 
る 結果 な り と の suggestion (Cc L, ILO 
suggestion を 礁 むる た め , BALSA 
る も の と , せ ざる も の と の eclogite A 
分 析 を 同 賠 泰 に 投影 せる に 上 衣 Bavaria 
の eclogite Hi t8 Fi -HE LBA _b I< (a HE A 
4i eclogite が 落ち , PHCAEBLALS 
まざる eclogite の 落っ る を 知れ り 。(Min. 
Mag., 24, 422~432, 1936 う [河野 ) 

4845, Sanidinit Rt Sanidinge- 
stein か 。 Kalb, G. 

Braun 氏 は Kalb 氏 の Laachite 及び 
Fenite の 成因 的 考察 に 調 し て 次 の 反 謙 を 
aE > Ve 第 一 に Laacher Trachyte 3s 
iH Ak VU Biotitsanidinit (1 aachite) 
を 構成 を り と の Kalb 氏 の 意見 を Braun 
氏 は 承認 やせ ず , Braun (t % O32 BED yr 
RCM SPS kx. SEB UC Kalb i 
MH HEY Sanidinit oH RIC BEL 
SAE CAV 3 ICRI te UL 


第 二 に た Braun ($8 GAA 2s Sanidinit に 
7 0 LASHER % phonolitic SE Hy 4 IC BF 
因 を し むる 能 は ず と 逃 べ , Kalb は 之 に 
4 L CYR phonolitic magma に 依り 
CH ihH 4 ky Aegirin-augitsanidinit 

(Fenite) afi ive 0 LWT Ses 
Biv LOWMEAT > CM. P. M. Abt. 
B. 48, 253~254, 1936) (3A) 

4846, Colonsay, Kilorau 滋 の 岩石 

FRAO RIA I BOSE 
nolds, D, L. 


Re via 


Colonsay Port に 於 ける micropegmatite 
Ase a US appinite は , PLAYED EE 
4 eH LZ ER LCR SOR 
Dio PU Be er (Si 18 4 < FA ob TA] A 1 AE 
る 場合 と 分 離せ る 場合 と ちり 。 混 生 岩 は 
X F4PI 4B rc leucocratic patch 2 LiaGee 
OD Yo AEE BAR ORD 
2 EEG IC differential diffusion "を な を 
し た め に し て , Al, K, Na “a3 By ic3e 
A DK BAM LS EAB SAIC 
(PN At EL © ULAe 表 は し, BE 
され し 岩石 中 に AlgO3, KO, Na 20, 
P20;, S, NiO, BaO, SrO BERS 
せら れ , ANAC Kk Y Na 未 多量 な 
Y transfusion 示 進 む に 従 ひ YR AD gt Be 
RILEY Be 4a 2 US appinite の 成分 を 生 ぜ り 
(Min, Mag., 24, 367~407, 1936) (河野 ) 
4847, Scotland, Argyllshire の 
Ardgour 大 理 石 中 の symplectite 
含有 の 画 塊 Drever, H, I, 

Ardgour Kah Fi 2 QCA SIC HE U CHE 
KIL OPAM MICRA BASS Ck 
EAP ICL HAL ee 3 BO vy FROM 
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つの 彫 塊 あり て , 種々 の 右 理 及 多 敷 OME 
物 を 有 す 。 こ と の 園 塊 は 均 つ に 分 た る 。 a) 
園 塊 の 下 生 部 を 上 瑞 む る 細 粒 の も の, b) F 
PAR ICDAS >, HA, UREA 
clinozoisite, WWALSiL, ce) 懲 ペ ルト 
RADA BRERA L YRS %O, dw 
HOY = ATA, HA MAE YRS LO 
©) EKA MRALURS%0, co 
塊 に は 種々 の symplectite 見 ら る ヽ る も る, 
scapolite-pyroxene の symplectite 338% 
普通 た Uc, leucoxene #4 CRRA ST 
る 傾向 あり 。 著者 の 研究 た に 依 も れ ば この 園 
塊 は 不純 な 右 灰 質 水 成 岩 の 堅 き 締 其 の 得 
物 と 老 へ られ , そ の 成 生 に 高温 を 要 し た 
SLA t © BABAR IC BE UAE ESA & 
HU ie SE RRERARIUN RAD IK 
Bice U CH Date Ug ZE—-Bee So Hl 
HET RP = AD ALKIRE Te S Biz Y 
叉 symplectite (tah Ah oO HRI is 
RRA LS UCHR: 2. COM 
DAIL BIRREA D BUAIC (AHEAD Hh X72 b 
RA DRA ERA, TRB ZL 
XPD V RY LA, MVEA KS ie 
UREB IC HSC HeO, Fo, Clo te SE RT 
BERD AOE kU AUC BE ORS 2 
b EAE DH LY, WOIRABIC CHA, HE 
ABs HAR = 2 OA BA IC に ょ り 
BEG S de, PRI TTS 此 時 期 た に 成 生 せ らち る 。 
とれ ょ より 後 @ BIC P= Are RA 
SEE HEAD symplectite . に 依り , 方 解 
石 は 灰 長 大 方 解 石 , 正 長 石 の symplectite 
RVR S. BCMA EN ORMIC 
wer avg tee clinozoisite 
PUB AAC BY HRA (BERR FUR KE 


U, Clinozoisite, @hpe, HAA & AC AEE 
BEL IAKAS 加 は り て HVE AT IC EY BARS 
So RAZ ACA te S Mb b BI 


され ず 。 (Geol, Mag., 75, 448~468, 
1936) CHAD 
Bk k S&S 


4848, MBA Yale tAO= YF IMR 
ISRET Horwood H. C. 

Be Mh O tht 古生代 の Wea AE 
ROMO Nikka, tim Rea RAE ida A 
eg L RL SS GER, PAR AEE O AN 
AA AAR ARARCA SLR OBER 
層 侍 より 成る 。 こ の ら うち 含 = タ ケル 硫化 
RAL IRIRS RL OKUANARKK LT, 
と の 岩石 は 殆ど ANALY 成る も ; 常に 
DOR AHL & ET, 7 ERO T 
Bitty & HES MCL MAR BREA 
EARS: 5 BRERA SIC IS C (LAS UL AE 
AUR IC BME L, HRA REE BD 磁 鐵 
Bi, 7 7 GEOR, EER, Sv bh ラン ダ 
Ab; RSE © itis & ZY Y o 

BEAR IA BHM te SDM te Lo BRAS 
硫化 50~60%, = ニッ ケル 12 以上 を 含 
bo BAPKSE SS SRRYESERO 
LO VIERKWBP VIL, BRAT ~ 
ント ラン ダイ ト 及 violarite, HIT, WL 
RY od I, RAT PMSA FER 


| BR, linnaeite 等 の 順序 な リ 。 


WEA の 平均 品位 は , Fe 18.38%, Ni 
1.899%, Co 0:142, Cr 0:31%, S10.87%, 
Cu0.702 TeV 5 APRIL BARD TEA 
cit HM MRR Le A OE Re Siw 
$B, (1) DRAROR EU ER 更 
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IC BO © Git fe We Bo BAN bE 
る こと, C2) BEEBIC FRO MISS & HNIC 
FLED COR 7 vi 2 Wim as Bee Z 
こと (3) 上 母 岩 た る FAB IK aR HE 
輝石 が 少量 存在 する か 或 は 乏 を 欠く に 有 挨 
し , BRAK ICH UCI oO Be = Lid, 
AURA BAA KIE UT LL O Ke B 
HTL Bx, Hab ER 分 結 作用 に たよ 
る も ゃ の と 推察 せら る 。 (4 硫化 斑 体 が 中 
ALA ON AIK LU CHAT られ を 
SEV BK BRA KL Y CHR 
せら れ し も の と は 考 へ られ ず 。(5) RH 
FP bit ED Vs (L ETRE © HF ARIAT & FEI 
し て 最後 の 品 出 た る を 示し, し か HEB 
BIC (2 IE OBI & % HAF (Geol. 
Sury. Canada Dep. of Mines, Memoir 190) 
CBF) 
9843, sLEe F IIa F 3 PRE E A 
BBP, Se SLAG 

Middle また は lower Cretaceous ff 
岩 , 石灰 質 頁 岩 , FAS HG S monzonite 
porphyry を 運 奏 岩 と する DERISHRIRIK 
EK BAC BOLO L DEA 2 
OMI OCHET S46 OL 505 KA 
は specularite, pyrice, bournite chalco- 
Pyrite 及び -chactosite ic UCHR AIS 
garnet, quartz, calcite を +2 L pyro- 
metasomatic stage } y 
stage に 及 べ り 。 芝 等 春物 の 共生 開 係 に 
Bh CL aE AM te SFR DS V Ch Bh Fe 
iy 15, 361~390, 1936) C 小 岩井 〕 
4850, ASHAMED KSEE 木下 
Biko 5; 

BUA 1B i © PARA 2 BO _b Ee op 


hydrothermal 


心 と し て その 附近 に 分 布 し , 吉 生 層 或 は 
PALI ELS HACER ORG © SAP 
etka t し , 露頭 は MIS — ALL LIC BES 
20,5 CORA ERK ruc, A) 水 
DO ARR OEE ( (LF RE & FEM 
も の (2) HR KIY~S 20 (3) Kha 
と 砂岩 LOR MIC MIF SLO C4) MR 
Rete %O (5) 砂岩 中 に HRY & を な 
する も ゃ の 人 等 に 分類 そら る 。 cO5SbBS 
HEB Te SY} OIL RICO Cc BSS 
OV 5 MRE 形成 する Bs HI, HK 
A ti> Hit Hi, bem EMT, HOGER, Hie 
FIC LC, MPICMRGRRBL SOL SV, 
7 DC RIL TE ROK DRE © — Fi te SB ~ L 
LB~bS CEE opp, 5, 414415, 


AA 1L) Crp RR 

4851. FRELSRRERECRIISH 
SURGE IC {BGR RICRET Ichimura, 
if bs 


PRE RB YEA IC HST 3 BRIE KK © 
LICR LC VL #E2K sedimentary origin ょ 
B~bES も の も あり し が , 著 者 は 今回 
の 研究 に 於 て , KAS LARA IC に よ ょ り て 
形成 せら れ た る epethermal X(t meso- 
thermal type の も の な る し と ょ と Bate 

Ue Hb 5 1d Fe He EI kU CHL 
WWE BERL 2 を られ, GRAIL BSS RE AI aw 
D ASEALIC 豆 る 各層 中 に IRR ba, BE 
体 は , AR IR IK RRR S BE し 稀 に は 赤 鐵 
BO PRIA P & LAT 3 or 
EDV > MHL UT ih ARTE eB ROE Ic 
し て , ZKRES 3 By cit HE A, ERR 
Ti» BBG goethite, seewk, FL4E Hi, BES 
TR, BRN EDR Ee Vo CARAS SE 
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BE, 13, 75~206, 1938) Crp HF) 
4852, =HBARRUOWR 依田 芳雄 
Be SE Bs By ck BE GE SYK BAB eh CEP 
に 在り て , ADE © —HL, HHL Allis 
KLE LAS B Hp ae a HS AEE ICR 
出せ そる HAR BAe BEL, BRI 
ZEA LS } AWFIRIRAIC UT, 脈 
右 は 石英 , Fj BARD kt Oi te & FEO, 圭 
ES BRL 自然 金 , 硫化 銀 及び 少量 の 
Beth Sa & Gete ER e RATE YQ EB Te 5 HK 
UK — bio FEBS EK OPI IC LC 
ZE [hy HH PY, HEH 7,000 RIC RO, 南方 へ 
70° MF Hi LO~150 Ric LT, この 
BR Hi Aa Rt A I LA I RRS 
L, BEA F 300 Rese V 700 Rial io dn 
位 特 に 良好 に LUCKIER FAR の も の 
を 産 し , 夫 ょ り 下 部 に 至る に 従 ひ 品位 低 
下す 。 CHAMEE, 52, 993~942, 1936) 
Crp BF) 
4853, SARERILUOSMIR HRI, 
ERI AER SAL MC So Abe 
の 他 に KIA BU, BI RRO wise 
WICH CHER L, ft BA Wit aS 花岡 岩 
RRA MILER A RRL Y LMA 
ICMRAG BSS S ABGRIKIC UT IRA I 
SL HLL BUR © Fi BE © fb IE DG AE 
を る も 認め ら る 。 SAM P ic MHA 
VIC 含ま れ , 磁 硫 鐵 奏 の 部 分 は BE 
Brut, GwHeh, 44, 61~64, 昭 12 
Cp BF 


A ih Bik 2 


4854, BRESOWRORA Howard, 
W, V.; David, M. W. 


AUR EG © AHURA © AE Rit BELT 
地下 水 た に よる も ゃ の と 一 般 に 信 ぜ ら る る も 
その 生成 の 機巧 た に 開 し 研究 せら れ た る る も 
の 消し 。 FRAY 1 OA RIG & RGRAY 
KRWS SAME, BRA, 
YS S RRR OA MR © BoE & HZER V 
XO RBE RE Ck TIE, 有機 酸 は 炭酸 に 
比 し て lw ll HOBRMALAL BOW 
MatABZzac tl UcwME SDH し 。 
ig UC ZERARY b SABE KROS 
型 に 落 解 せら る ヽ ゝ も の な り 。 即ち equi- 
solution, channel, cellular に LC, ZEO 
珍 は それ 等 の 岩石 の HA OME, kit B 
SERIE OF RR RD OPE 'A BBL AAR 
ic 影響 すら る ヽ も の な り 。 CB. Am, 
A. Petrl. Geol,, 20, 1389~1412, 1936) 
CAA 
4855, 石油 の 熱 前 性 質 Goldstem, W. 

石油 及び その 製品 は 種々 な る 遍 化 水素 
の 複雑 な る 混合 物 に し て , そ の 産地 , MIA 
DB te SCHOTT NFO LB RM 
#2 LC 異な る も ゃ の な る が , 敷 度 の HAG 
ELD 統計 法 検討 の 結果 に ょ よれ ば >, 異な れ 
る 石油 の 種類 及び 製品 を 特徴 づけ る も の 
SHEIK LC HL OLS © Hah HOE Wis 
LBL Ag PE AIC HERA RIC Sk IC LO TO 
DPE S DOW HEM BRAS 
An & SyPE ELE D RB Te Vo Bil 


Bale 


へ は 比熱 c= €0.402+0,00081 t> 
peo CF は 15°C Kk 於 ける ke /I CIS 


nee 比重, は 温度) 熱容量 は is 


oda (0.402 t + 0,000405 t2 3 


ty 
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+> 30046) a 4 TE TR OR 
kcal. ees oS 
kg Gtk to =0°C (cBY Lc OBA) 
= k cal 
AB sav = (60 — 0.09 t) a2 ARATE 
0.028/(t-+273) 1.03-r cbm 
MS P : r kg 


CP は HOW Gr を 以 て 示さ れ た る MA) 
te). (CZ. Petrl, 32, No. 36, {, 1936) 
CAA) 
4856. Trinidad の 石油 地質 Kugler, 
H.-G, 

東部 Venezuela ic pS Cc #8 Ye HH FH © BE AL 
せら る に 及び , Trinidad Le opr. oy} 
油 地質 の 比較 研究 を 必要 と する も の な り 
Trinidad は 第 三 紀 の 化石 を 豊富 に 有する 
EACH ds 層 位 的 に は 詳細 に 研究 せ 
られ た る 所 な り リ 。 柄 し て 営 地 は Venezr- 
ela の Caribian Coastal Range の 部 
UTC WM Hx RRS StORV, 
Tirnidad ic fit 2 Pi yh H © BF SL it Venezu 
ela と 比較 し 充分 な る 可能 性 を 有 し , Hh 
Hei & FEO Lb Wildcat & te pA & te Vg 
Ri €% Bib iO ASO ry IkiRA 
東部 Venezuela の Guanoco 地方 と 同 欄 
ALE SAVE © ARPES UC ALI 
時 代 ょ り 古 期 過 に も 油田 と し て 可能 性 が 
な きき の どど 和信 お 6 CB Am. A. Petrl.Geol., 
20, 1439~1455, 1936 CAA) 
4857, 岩 穴 園 項 丘 橋 造 の 形 其 Riv, CH. 
i AD AEE © AE] rim syncli- 
nes fire 28 Avil Xe BUY © Mh tp 1c HSE 
な る 事 は 一 般 に 認め られ ざる も ゃ の な り リ ) 0° 
この 向 斜 構造 が 他 の 同機 造 と 重なる 場合 
に は , 52 FO AAI fa] ARES FT 
AUS RP CHS te SHEL IRS Se 


OLE SS, WUC OMAP HES 
IAT AE REE CK UC, 回 形 ) 偏心 
IE CHM BSS も の な り 。 HH 
DSF ORL Pp HET AFA RS BG A IC A 
jie 5 Six %, downdip side の 向 斜 は 
JEM ICA MRE P32 Oe 倍 ぜ られ , Ae 
FE] Oh SOM BAB Me SS F 

L& A EI ic mob SBA, 
% OTRO IM IK AYRE RED BE 
する も の な り 。(B. Am. A, Petr], Geol., 
20, 1413~1438, 1936) CAA) 

4858, BRIN ISHS S FEA D By BEDE 
Waterschoot, W. A. J. M. 

IEK PARI O Ah ROR UO wit K 
部 古生代 層 の も の に し て , Mid-Continent 
及び Appalachian 地方 な り 。 然 る 1 BR 
CIR CEREAL D Ah & BL Sic 
至ら ざる る る, 一 般 地 質 幅 者 が 認め bos 
On. WEAR RRO ECW 2 
BOT) o WA OMB SB icIe Lae 
OMIM SWHRL V OVES WR Zt 
Do BS RUNIC RS TUL AYR IC kU CHE 
BUGS SESE RRO = tee yy. 
CHt So GRINCH C (a PAIR RUE 
さ が 人 依り に 許容 せら る ヽ いも の と する 3 み , 
AR © PE ANKIBRU % OH DE 0 He 
AEAG ORS MGA YH LC RPAEPE Ye & 4 
Efe 5}, (By Am Al Petr: Geol., 
20, 1476~1493, 1986) CAA) 


= Ri HE 


4859, Kéh- Fh REO Bee 
PRRAEK » 


HEAR の 研究 に 依 れ ば , MgO-AlyO3- 
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SiO2 系 素地 の WeAMeIA KE GIL 極め て 
狭小 に た し て , BERD Pte SHES 流さ ら 
れ た る る %, そ の 組成 に は 局部 的 の ゃ の 多 
く ・MgO-Al203-SiO。 RODMICH 3B BE 
Jk ii SE Be U8 ieee Te Ma ERED Hk FS ae 
困難 な り 。 Heit KR © BEAD OG] ic HL 
き て , 素地 の 軟化 温度 並び に BE RA EEE 
LIC BAS 3 BRICHEC. IGA, RIBS OR 
YUL, Hb, ERA RUF Sr RRL 
LC Rig lL, と の 結果 と MAM eR OMe 
RE VIR VU, 更に と の 結果 に 基 
づき て , 化 由 的 組成 の 異 る ARKIN E 
焼成 し , LIC PS BREA, BE A 
及び 直流 抵抗 を 測定 し て , BAR 2 と の 
開 係 を 求め , BIB WS SWE LVS 
Wee ERATE BIC RIES IK ORB HE 
THAK VU, COMRK Kh is, V/cm が 
900~3000 ボル ト の FERIA ICH cit 試 
料 の 厚 さ は 殆 ん ど EGeE te (PRAY WE 
圭 系 焼成 物 組成 と 4002C CPU SB KEK 
抵抗 の 開 係 は , log p= -0.0296 k 十 4Cp は 
MOH fr, kis kt OW+O A TADIC 
TC LED 河東 磁 土 焼成 物 の アル カリ を 
含有 を ざる も の は logp=—O0.01Lk4+4 に 
CHILE 3. 更に 固有 抵抗 が が 400*C に て 
100M2 以下 の % の の We HEI HET % 
述べ た Vo (BME, 4, 1~8, 昭 12) 
CK 
4860, BEWEIRLY @ FEHR WRDK ICE SALES 
BICC sms IER 

ALE A © RIB ASR TE He FE 
3 WRK © RB Cam Fe. L EE A, LEE I 
BRU3F YH DOV KERB ICL 
T,ZBNP< 24 b CHA et, AL 


KARMEL し て 深 け 残れ る も の な 
VL, RoR, 5, 407~411, 1935) 
Oba FFI 
8 IK 

4861, AOA eA Cummings, 
G. T., Inipon, N. J. 
File WS IR UWE IC LF SHLD, 
% OK SHER te 3 Be BLS. 3 Lod 
FHA ICC 石炭 を 加熱 し , 生 成せ る コー 
クス の 見 掛 上 の 容積 を 測定 する 方 法 な り 
筆者 等 は この 容積 の 測定 に 砂 を 用 ゐ ぁ た り 
先 づ 圭 場 に た 砂 を EL, HB tbo WBE 
YIN DO Bite RD, Ric Hie 1 HS Hf 
WAKA, HKCO LKR An cH 
the i Lo EEO 重量 ょ り 石 炭 の 容積 を 
求め た り 。 REALE 960°C ov 
ッ フ ル 嬉 内 に て 1 分 間 SC Lic 
序 し た る 後生 じ た る コー クス の 容積 を 上 
MOM KLORDEV, CORREKK 
VCRKAMICRET 332 05 分 毎 : に 測定 
する に, 次 表 の 如く に し て , 15 分 又は 2 
分 目 に RAW E MEV o 
最大 容積 ょ り 石 炭 ROBE 減じ , 石 


コー クス の 


Ai be 
容積 0-5 3 | 1-0-3} | 1-5 分 
GED 
a+ DAFA be 1-3 1-35 7-32 §-82 
ク 1:3 1-31 | 6-73 | 7-30 
# AFAR | 13. | 415 | 5-90 
Z NEBR |) Ree 2.20 6-30 
2.0 4 | 25 Fp | 3-0. 3p | 7-0. 分 
a-y2Mhie| 6-72 | 5-38 | 5-31 | 4.83 
ク 6-91 | 6.26 | 6-14 | 5-22 
wn Zz Fle De 4.45 
yy Sevs)..|) cqunee 4-69 
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#8 164 


PRICHT SAPARERDESLORBK 
WAR L BPO KV, RRO Ric Ri 
ば , 寸分 間 加 熱せ る 後 の RKARHRK 
容積 の 比 は 一 定 そ ざ る を 以 て , 最終 容積 
2 UTA PRD IRABIC BAD 3 Le Ker oe 

と は 適 営 な ら ず 。 (Fuel, 15, 162~164, 
1936) CK 
4862, 三井 砂川 炭 太 河合 賢三 。 

AE PRESET 22 Sen AB A JN fe DRE 2 FALL 1S BE ~C HE 
Med LOM し て , 一 般 地 質 は 下部 第 三 
紀 層 に 属し , 区 炭 層 @ 砂岩 及び 頁岩 ょ り 
BV» bel は その 間 に 十 敷 條 介在 す 。 こ と 
DPM UL F135 oe HAP BRE Be US tp ERIK JB 
L, こ ORACHaHS VC, PREPAY 
を 境 と し て 南部 は BIC LIK, 北部 は 北 
に 綾 漫 に 傾斜 す 。 HBL BA IC BLE 
岡 略 南北 た LC, PIC 60~80? の Ae fai Ay 
を な す 。 PAS 何れ BRK LT, Hie 
VES 6 RUD IC Ba, BRBIPK te Vo 
CHA GRE SSR, 52, 528~535, 昭 1D 
CKD 
4863, RRO RBr We RAE 
Si 1) wR 

朝鮮 に 於 け る 水 成 岩 は 今日 衛 多 く の 人 
CX) CHET S NSD OREM 38 
され 居れ ど , そ の 中 現在 稼 行 bho, 
DSK を 有する は HiME BHU 
統 及び 大 同 統 の 三 統 の みな り 。 寺 洞 統 は 
上 上 部 石炭 紀 £0 SIC 属 し , 本 統 全体 
の 厚 さ は 普通 300 m 前 後 , 下 部 ょ り Ate 
Hitt a, 灰色 砂 質 頁岩 石灰岩, 頁岩 , HAR 
POEPLAA PAA HO 
互層 より な る 4 種 に 分 た れ 各 層 と る 石炭 
を 含有 すれ ど そ の 中 最上 部 に 最も 多 Lo 


高 坊 山 統 は SMe CHa Fh, BELT 
頁岩 及び 砂岩 より な り 下 部 は 砂岩 上 部 は 
頁岩 に 富み , 本 統 た に BO S Abels PMT 
OT fe A © Be RUG Te SY GIRS 
RCSL OLML, 大同 統 は 中 央 及び 
下部 線 羅 紀 に 該 営 し , EL UCA, Be 
Nid WR fe ARORA Ges kV mK 
ViFHUES S MAMI RCAE 
SER Rie & VAL ICH Cit BS RE IC 
LTRHZV, K#oO pHs RBC LT 
PRAT IAN K fe 3% DSS ME AE BADE I IC 
Lt, CnK Bt Stow PR RH, TH 
AGT ve FA, BC bre FA 1s Bie HA, = WEE FH, 
SBE ye A, FI MELE HSE IC te) g HSH LIBER 
UAKARC Bt 2% OMA CRF Sd 
OD ¢ 前 者 に 聞 鹿 炭田 , 後者 に 江 界 炭田 
が 期待 さる ヽ ぃ の みな り 。 VEO FER 
FH IC BEAK TSS eR IS HA BE AE BH te dv 
どる 推定 埋蔵 量 合計 134,753 ARE te Vo 
FBR HE © TREN bre Jt VL Ae RGR BE o> Hil, ER Ay BBR 
He ko BPA L CX OEM th 
RELIC —UT, SF LIPS BES 
BMT IC BRHE 5 t-te SPS VBPK Ic 
膨大 せる 所 あり 。 HOPS OUR It 
如く , も と は HRI L UC HELE SS 
の と 想像 きる べき る も, MBO BE OER 
FI OFS IC EPIC CHESLE Bs SERBS 
Fi hs EPOUK L te WAMD % Old ieHic 
LC ARIE Cit ZF 5 BBE > FERRE SHR IC 
九州 ACHE OD 源 青 炭 に 比 し 異 る Bhi 
BOD (AERO 多き こと と な り 。 即 
BAA AOL S 傾向 を 有 す 。 
PY HO HERO 分 析 は 揮 品 分 4~8 
Zo» 固定 炭素 T0~80%, 水分 ユ ~52, JR 
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分 8~17%, 硫黄 分 0.4~1.8, 比重 14 
~18 に し て BA t 6500~7500 wu 
リー に し て , 藤 炭 は SH RA US M 
IR fo A, IRAE DRG, 淡 黄 福 の 間 
に あり て 暗色 の も ゃ の は 少く , 耐 火 度 は 
1300~1550°C D% OX Lo CAPENER, 
11, 499~506, 610~622, 1936) 竹内) 


S 2 科 


4864, MBC VOBHeE WeSC HS 
ZSBEOMROB(E Bridgman, P. 
Ww. 

BEER & [ARE IC shearing stress の 働き た 
OBAODMEO Bt TRG RA OME 
に 大 い に 開 係 す る 所 あり 。 著 者 は 室温 に 
て , 50000 kg/cem2 (c3¥z FH S APM & ARIK 
plastic deformation の 起 る まで shearing- 
stress & (ERX LY, X OBME LAK VS 
FFROBADO 下 に て は REY L ME a 
stress の 働 き し た め 不 宏 定 と な り し も ゃ の 
ZS VLRO PCC HIKERS FY 
し 混合 物 も stress 2S IRAE IC (Hy ( HE (LEE 
WO RM tt toes BEM, 
57 FED 元素 中 , この 條 件 の も と に て FE 
FEO TRL LX modification を 生 ず 
る と と を 知れ り 。 WS, Li, Sr, Ca, Ba, 
Cd, Zn, V, Mn, Sb, Te, J, La, Ce, Er, 


eI 


Le 


Thy Bion, -Pr Es に つき で は 新 ら | 


し き modification を 見 出せ そり リ 。 新しき 

polymorphic modification を 見 出し 得 ざ 
Y し 元素 は Be, B, C, Na, graphite, Mg, 
Al, Si, P (#4), S, Ti. Cr, Fe, Ni, Co, 
Cu, Ge, As, Se, Y (2), Zr, Mo, Ru, 
Rh, Pd, Ag, In, Ta, W, Re, Os, Ir, Pt, 


| Au, Pb, U “yc し て , negative の 結 時 を 


得 た る も の は graphite (amorphous 及び 
ht, NHE4NOs; mye, 
tremolite, Rosanilin, CuS, SiO。, NH4F, 
CuO, MgO, AgoS, Fe20g, LiF, AgCl, 
K5C204, NaBrOs, Si, Rochelle salt, 
HgNO3, KoCro07 Fie Vo MB SB 
Dit celluloide, CHI3, PbOg, KMnO4 
Ag20, MoO, (NH4)2Cr207, AgNO3 
Sr (NO3)2, KeS04, Cre (S04)3:2He 
O, K2S04, Cre (S04), Alg SOS 
CuCly-2NH4Cl12H,0 “ic Lt; 他 の 
positive の 結果 を 得 た る も の に つき て 述 
ぶれ ば , HHO b OBE L, 青色 Brom- 
hymol は 不 深 隆 と な り , PbO (ARR せ 
Fic BH Pb cath L, 赤色 HgO 2 
色 種 の も の に BV, 赤色 P は 密度 大 な 
SW fa ICM LS 0 EY SRG id 
Cu+4S, Fep03-+Al, Si0g+Mg, K2C2 
O4+Al, SitMgo “iV. © OME 
如何 に し て HS PARE TAK Wie b 
3° (Phys, Rev. 48, 825~847. 1935) 
CE) 
4865, WuASR ALI atk ih O th he ABIL 
NH Fo 

BLINN RMS SUBIR IC LD CHRE 
回 の 回 春 が 行 は れ , BAe Alki BAER 
を 考察 し , その 不 整 合 開 係 ゃ 叉 何故 己 基 
HY, 2 Hy Hy BEAR OSE CLARKE NT de & i 
HEL, Gt CAIRWHER © JRA 2A at 
WEB IC EL, BRE IK AK ERR © = |B] 
D [BFE IC HEC TS, FRE IC BR ec EC FE 
REAR LD, BARRE, HER, fe 
PHY FL Bite SHO LE be 


crystalline), 


Hb 34650) 


a FT i TK BS 
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LY, Ric Bette S RIK PST a MF し 
も 然 ち ず , と と に 堆積 面 , 侵 seman 4 
KeEMO COU AM REE LA 
EEC 4a HE RUT ER Ete 3 fir A 
Bik eV, QUA Rim 12, 65~88, 
1936) CF BF) 

4866. t=O th esik Alimarin, 
PUPS eZvereviny ans: 

IE LLB IC BAS 2 A> Ob fei vic 
TLE BYE & HERE Lc 3 HEL, Dienert 
及び Wandenbucke DOES SIOn と 
モリ プラ テン 酸 ア テン モー に の 有色 化合 
物 を 作る 方 法 が 最良 た し て , SiO, 0.005 
~5 % OPI BY See LES と, 
此 の 外 , 多量 の He, Be, 鐵 を 件 ふ 場合 に 
も SiO2 を 定量 し 得る 上 比 色 法 を 研究 せり 
(Transaction of the Inst, of Economic 


Mineralogy 63, 1934) (小岩 井 う 


BURIER ARK WISE BYE 4767 
~4798 順に 4793~4824 D2hicffPa ce 
に 校訂 し , EM fil] k OBR & Ht, 

ABAD 10 SAAR ORER BR 
BERS “WEA 10 RAR FREER oye” “ee 
に よれ ば , PAU jaye BY gap 
ROL (Apr eRe) 


WIN BEBO CP 


肉 地 | 朝鮮 | 満 洲 | Gat 
oe 鐵 | 1907| 21.01) 60-8 | 278.4 
合金 鐵 ea es 5.8 
$9 BR) 470-3) A «---e 480-0 
a be. 397-6] 5.2] +s 402-8 


COSbEL UCHHOMAICE SS 
の は , BHO GEER 10-7 BERR, 鋼 23-9 Be Fil 
& » Gig PO BEEN 25-5 BERL IC 過ぎ ず , ま た 
= ht 5 BEE 1G SKB STROBE 
の 如 URAL BERD» 

AY 地 5-12 (ANB 7732.4) 

i) HE Ek OE) BH fee 60-2 (PY Fi 22-8) 
合 計 1114 

計 146.3 Cy #e11)98,5) 
支那 126.2 
KB 2k 147.0 
WEA 29-1 
Be I 30-6 

& 計 (その他 共 う 340-4 - 

iat 598-1 BER (内 滴 洲 146.3 ASAE) 

と の 外 , 國 産 140.0, 輸入 170-088 @ FR 
Le Ado, & Kip EGE 38.3 Bho sp 
EN REGEN 33.8 & kw, v BASE Y SSE57.8 
MRL SER e HRA し て 製鋼 た に 供 を り 。 そ 
D #5 BOK TG AE KY Oe A Gh pF 32.05% 
REI L, 輸出 鋼材 53.0 BERL CAIRN 
25-7 BERL IC3B2 0, GUESS) 


tik A oh Be 


Le 8A by KS 第 三 
x fe 2 
2k Re WR 次 
SERGH PES BR 純一 PsA 
鈴木 本 伊藤 貞 市 
ERE WR BG SHEE BH 勝利 
HEEE Ak RE 
本 2 願 5 (EB). 
RK Bk Te 富松 ik BI PNR 。 大 井上 義 近 
KOC) BB 「 金原 ER) OR RCT OAR 
木村 AER GENE AHR penne BREE A MEE 
we BB wpaee= Mk RHE PARE, 。 中 村 新 太 耶 
HBR RA eS 福田 RA 幸一 oe 忠男 
保科 正昭 本間 不 二男 BK 唯一 松山 BM MH 記 
Lie 2H wea 孝三 山田 EE Wu 新 次 
asapmiates (Fi) 
KR R- 河野 1 BARE. We BP BR 純一 
Ay 常 彦 高根 勝利 鶴見 志津 夫 中野 長 俊 根本 OS 
待 場 政 信 木 次 男 吉木 a | 新 
Hodes A @ GA PF 
no eee (INES AG A LAER 
申 和 寸 二 年 三 月 一 awe AAA ERS S 
ae Re % 
en & # 
Gabe SES TES Bs ee 882.538) 
Aili Ze THs LAL i a) A BP ‘ 本 oke bd 
paanmmmee | PT ER SA cay 
右 代表 者 WT YW BF PB x. i が 
ih & wos 
印 oH | AGILE 
(her BUMP ET A PO ee 
SOR TAPERS TST BPA 
he ok & & 和志 Pe 
GREE 27 hee 20 2 
As Sh 7E (8 CESS Sa) 
é jes if 生 ヶ 年 分 Rey = 3 3 U BE 
ANESTH RET A eb ーー ヶ年 分 FR 6 A 50 3k 
東北 印刷 株 式 會 考 | AeA EMAL 20 
電話 287% 86OF Asie) ESR IL 4 By] 
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